
保
健
の
運
営
経
験
な
い
医
師

療
従
事
者
の
中
に
感
染
が
広

ま
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
懸
念
は

非
常
に
大
き
い
。
最
大
の
問

題
は
防
護
服
（
Ｅ
Ｐ
Ｉ
）
が

足
り
な
い
事
。
本
来
は
使
い

捨
て
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
医
療
用
マ
ス
ク
Ｎ
９
５
を
、

繰
り
返
し
使
わ
ざ
る
を
得
な

い
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
感
染
が
広
が
り
、
Ｅ
Ｐ

Ｉ
が
足
り
な
い
状
況
が
続
く

と
、
医
療
従
事
者
の
感
染
は

さ
ら
に
増
え
、
多
く
の
ス
タ
ッ

フ
が
現
場
を
離
れ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
」
と
Ｃ
ｏ
ｆ
ｅ
ｎ

の
ジ
ウ
ネ
イ
・
ゲ
ー
ラ
氏
は

警
告
す
る
。 

　

同
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在

Ｃ
ｏ
ｆ
ｅ
ｎ
に
登
録
さ
れ

て
い
る
看
護
ス
タ
ッ
フ
は

２
２
６
万
３
１
３
２
人
を
数

え
る
。 

　

国
家
衛
生
監
督
庁
（
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）
が
定
め
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
治
療
規
定
に
よ
る
と
、
集

中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
ポ
語

で
は
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
で
は
２
病
床

ご
と
に
１
人
の
看
護
技
師
、

１
０
病
床
ご
と
に
１
人
の
看

護
師
が
必
要
だ
。
こ
れ
ら
の

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
１
６
日
、
ル
イ
ス
・
エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
を
解

任
し
、
後
任
に
ネ
ウ
ソ
ン
・
タ
イ
シ
氏
を
指
名
し
た
。
タ
イ
シ
氏
は
隔
離
支
持
派
の

医
師
で
、
指
名
後
の
会
見
で
も
「
急
激
な
対
策
変
更
は
行
わ
な
い
」
と
語
っ
た
。
だ

が
、
指
名
直
後
に
は
早
く
も
同
氏
に
関
す
る
不
安
要
素
が
さ
さ
や
か
れ
、
マ
ン
デ
ッ

タ
氏
解
任
を
強
く
批
判
し
た
連
邦
議
会
と
の
間
に
、
緊
迫
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
る
。

１
６
、１
７
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
６
日
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
に
よ
る
マ
ン
デ
ッ
タ
保

健
相
解
任
は
国
外
で
も
大
き

く
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
英
国

の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
は
「
大

統
領
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
軽

視
し
て
、
人
気
の
保
健
相
を

解
任
」、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ポ
ス
ト
紙
は
「
保
健
相
解
任

大
統
領
府
社
会
通
信
局
（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
の
推
薦
が
決
め

手
と
な
っ
た
と
い
う
。 

　

た
だ
、
そ
れ
以
前
に
、
タ
イ

シ
氏
は
１
８
年
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
の
大
統
領
選
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
手
伝
っ
て
お
り
、
組
閣
時

に
も
、
保
健
相
の
候
補
と
し
て

名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
。

　

た
だ
、
タ
イ
シ
氏
は
腫
瘍

内
科
の
医
師
で
は
あ
る
も
の

の
、
保
健
関
係
の
協
会
な
ど

の
運
営
経
験
が
な
く
、
い
き

な
り
の
抜
擢
と
な
る
。  

　

ま
た
、
タ
イ
シ
氏
が
昨
年
、

「
若
者
と
高
齢
者
だ
っ
た
ら
若

者
の
命
を
優
先
す
る
」
と
語
っ

た
動
画
が
ネ
ッ
ト
に
上
げ
ら
れ
、

「
が
ん
患
者
の
母
親
を
見
捨
て

た
」
な
ど
と
告
発
す
る
投
稿

も
起
こ
る
な
ど
、
不
安
を
語
る

声
も
目
立
っ
て
い
る
。

急
激
な
対
策
変
更
は
し
な
い

ス
タ
ッ
フ
は
人
工
呼
吸
器
が

正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
薬
剤
投
与
を

行
う
。 

　

ゲ
ー
ラ
氏
は
「『
医
師
や

看
護
師
た
ち
は
ヒ
ー
ロ
ー
だ
』

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
が
、

ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
に
も
限
界
が

あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
装
備

が
な
い
と
、
彼
ら
が
感
染
し

て
し
ま
う
ん
だ
」
と
語
気
を

物
資
の
奪
い
合
い
が
起
き
て

お
り
、
手
術
室
で
の
防
護
服

の
代
わ
り
に
雨
合
羽
を
使
用

す
る
病
院
さ
え
出
て
い
る
。 

　
「
医
療
従
事
者
の
緊
急
募

集
と
再
編
成
が
必
要
。
糖
尿

病
や
高
血
圧
症
の
人
、
６
０

歳
以
上
の
看
護
師
を
配
置
し

て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
看

護
師
、
看
護
技
師
の
資
格
が

あ
る
の
に
失
職
中
の
人
が
登

認
さ
れ
た
看
護
師
ら
５
５
２

人
と
、
感
染
の
疑
い
あ
り
と

さ
れ
た
３
５
０
０
人
の
計

４
千
人
余
り
が
隔
離
措
置
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。 

　
「
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑
い

に
よ
る
隔
離
措
置
」
で
現
場

を
離
れ
て
い
る
看
護
師
た
ち

の
数
は
、
今
月
５
日
の
時
点

で
は
２
３
０
人
だ
っ
た
。
だ

が
、
１
０
日
後
の
１
５
日

に
は
４
０
８
９
人
と
な
り
、

１
７
・７
倍
に
な
っ
た
。 

　
「
看
護
師
た
ち
を
含
む
医

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は

収
ま
ら
ず
、
１
７
日
午
後
４

時
の
保
健
省
発
表
で
は
感
染

者
３
万
３
６
８
２
人
、
死
者

２
１
４
１
人
に
達
し
た
。
連

邦
看
護
審
議
会
（
Ｃ
ｏ
ｆ
ｅ

ｎ
）
に
よ
る
と
、
伯
国
で
は

１
５
日
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
亡
く

な
っ
た
看
護
師
や
看
護
技
師
、

看
護
助
手
な
ど
の
数
が
３
０

人
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
１
７
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

こ
の
他
に
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が
確

医
療
現
場
に
も
広
が
る
感
染

感
染
確
認
か
ら
５
０
日
を
経
て

看
護
師
ら
４
千
人
が
隔
離
中 

録
者
の
９
％
も
い
る
。
こ
う

い
う
人
々
を
活
用
す
べ
き
。

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
一
回
感
染

し
た
ら
、
１
５
日
間
は
現
場

か
ら
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
か
ら
」
と
ゲ
ー
ラ
氏

は
語
る
。 

　
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
世
界
中

を
襲
う
中
、
英
国
の
ボ
リ
ス・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
の
言
葉
に
よ

り
、
看
護
師
の
仕
事
の
重
要

性
に
再
び
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
当
た
っ
た
。
同
首
相
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
５
日
に
入
院
、
一
時
は
Ｉ

Ｃ
Ｕ
に
入
る
ほ
ど
容
態
が
悪

化
し
た
が
、
１
２
日
に
退
院

し
た
。
同
首
相
は
退
院
時
に

自
分
の
治
療
に
当
た
っ
た
看

護
師
ら
の
実
名
を
あ
げ
て
感

謝
し
、
容
態
が
最
も
悪
か
っ

た
時
に
付
き
添
っ
た
２
人
の

看
護
師
に
は
特
別
に
感
謝
の

意
を
示
し
た
。

医療スタッフは命がけで職務に当たっている
（Jader Paes/Ag.Para）

主
な
国
々
の
死
亡
率
の
変
化

（
１
６
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

マ
ン
デ
ッ
タ
解
任
で
議
会
は
激
怒

コ ロ ナ 禍

　

さ
ら
に
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ

イ
ア
下
院
議
長
や
ダ
ヴ
ィ
・

ア
ル
コ
ン
ブ
レ
上
院
議
長
が

連
名
で
、「
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
医
療
の
た
め
に
奔
走

し
た
、
真
の
闘
士
だ
。
連
邦

議
会
は
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
解
任

に
失
望
し
た
」
と
の
声
明
を

発
表
し
た
。
マ
ン
デ
ッ
タ
保

健
相
は
下
院
議
長
、
上
院
議

長
と
同
じ
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

の
所
属
。 

　

マ
イ
ア
議
長
が
個
人
で
も

解
任
を
嘆
き
、
解
任
を
批
判

す
る
か
の
発
言
を
続
け
た
こ

と
を
受
け
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

「
マ
イ
ア
氏
は
陰
謀
を
た
く

ら
ん
で
い
る
。
デ
ー
タ
な
ら

あ
る
」
と
、
あ
た
か
も
マ
イ

ア
議
長
か
ら
の
大
統
領
罷
免

を
恐
れ
る
よ
う
な
発
言
も
行

で
伯
国
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
苦

境
に
」、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

ク
ラ
リ
ン
紙
は
「
解
任
発
表

後
、大
き
な
パ
ネ
ラ
ッ
ソ（
鍋

叩
き
抗
議
）
が
起
こ
っ
た
」

と
報
じ
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド

イ
ツ
の
新
聞
も
批
判
的
に
報

じ
て
い
る
。
今
や
、
世
界
的

に
見
て
、「
コ
ロ
ナ
よ
り
も

経
済
活
動
を
優
先
す
る
大
統

領
」
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス

タ
ン
と
い
っ
た
左
翼
独
裁
国

家
と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
み
と

も
言
わ
れ
る
状
況
。
世
界
的

に
注
目
さ
れ
る
の
も
無
理
は

な
い
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
の
Ａ

Ｃ
Ｍ
ネ
ッ
ト
党
首
は
１
６

日
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が

マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
を
解
任

し
、
そ
の
後
に
マ
イ
ア
下
院

議
長
を
批
判
し
た
こ
と
に
対

し
、「
わ
が
党
の
連
邦
政
府

へ
の
支
持
を
揺
る
が
す
」
と

し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
マ

ン
デ
ッ
タ
、
マ
イ
ア
両
氏
は

同
党
の
所
属
。
加
え
て
、
現

在
の
同
政
府
は
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
政

治
家
が
大
臣
に
多
い
。
具
体

的
な
政
党
連
立
を
組
ん
で
い

な
い
現
政
権
に
と
っ
て
、
同

党
は
貴
重
な
存
在
だ
が
…
。

連
邦
議
会
や
最
高
裁
と
敵
対

し
が
ち
な
大
統
領
だ
が
、
足

元
も
見
た
方
が
良
い
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
「
経

済
よ
り
健
康
の
安
全
」
を
支

持
す
る
中
で
強
行
さ
れ
た
、

国
民
の
大
半
が
支
持
し
て
い

た
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
解
任
。
伯

国
で
の
感
染
者
や
死
者
の
増

加
が
加
速
化
し
て
い
る
最
中

の
人
事
交
代
劇
は
、
多
く
の

国
民
を
不
安
に
陥
れ
た
は
ず

だ
。
今
は
た
だ
、「
急
激
に

隔
離
政
策
を
変
え
る
こ
と
は

な
い
」
と
い
う
タ
イ
シ
氏
の

言
葉
を
信
じ
た
い
と
こ
ろ
だ

が
。

　
【
既
報
関
連
】
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
聖
州
知
事
は
１
７
日

昼
過
ぎ
に
、
３
月
２
４
日
か

ら
州
内
全
域
６
４
５
市
を
対

象
に
出
さ
れ
て
い
る
外
出
自

粛
令
を
５
月
１
０
日
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
。
同
日

付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど
が
報
じ

た
。 

　

３
月
２
４
日
か
ら
４
月
７

日
ま
で
の
期
間
で
出
さ
れ
た

外
出
自
粛
令
は
そ
の
後
、
４

月
２
２
日
ま
で
に
延
長
さ
れ

て
い
た
。
今
回
で
期
間
の
延

長
は
２
回
目
だ
。
３
月
２
４

日
か
ら
の
外
出
自
粛
期
間

は
、
最
低
で
も
４
８
日
間
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　

聖
州
は
感
染
者
数
、
死

者
数
が
国
内
で
最
も

多
く
、
１
６
日
ま
で
に

１
万
１
５
６
８
人
が
感
染

し
、
８
５
３
人
が
命
を
落
と

し
た
。 

　

ド
リ
ア
知
事
は
、「
１
５

人
の
医
師
か
ら
な
る
コ
ロ
ナ

対
策
委
員
会
か
ら
も
、
外
出

自
粛
令
延
長
は
支
持
さ
れ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。 

　

同
知
事
は
、「
１
カ
月
前

に
州
内
で
最
初
の
死
者
が
出

た
。
現
在
は
そ
れ
が
８
５
３

人
に
増
え
た
。
残
念
な
が
ら
、

感
染
は
拡
大
し
て
い
る
」
と

語
り
、
州
内
の
公
立
病
院
の

受
け
入
れ
能
力
が
限
界
に
近

付
い
て
い
る
と
も
明
か
し
た
。 

　

知
事
は
「
医
療
現
場
の

前
線
で
人
命
を
救
う
た
め
に

戦
っ
て
く
れ
て
い
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
た
ち
に
信
頼
し
て
い

る
。
医
師
た
ち
へ
の
敬
意
と

共
に
、
外
出
自
粛
令
を
延
長

す
る
」
と
医
師
た
ち
へ
の
ね

ぎ
ら
い
も
口
に
し
た
。 

　

多
く
の
商
業
施
設
が
閉
鎖

さ
れ
、
多
大
な
経
済
的
損
失

が
出
て
い
る
た
め
、
外
出
自

粛
令
を
批
判
す
る
勢
力
も
あ

る
が
、「
商
店
な
ど
を
再
開

す
る
た
め
に
は
、
医
学
的
な

条
件
が
整
う
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
無
責
任
で
性
急
な
考
え

や
推
測
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

偏
っ
た
判
断
が
入
り
込
む
余

地
は
な
い
」
と
し
て
、
隔
離

に
反
対
す
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
を
暗
に
批
判
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
最
初
の
感
染
者

確
認
か
ら
５
０
日
間
の
経
過

と
そ
の
後
を
、
国
毎
に
比
較

し
た
デ
ー
タ
を
１
６
日
付
Ｇ

１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

伯
国
の
最
初
の
感
染
者
確

認
か
ら
５
０
日
目
の
１
５
日

の
感
染
者
は
２
万
８
３
２
０

人
、
死
者
は
１
７
３
６

人
。
１
６
日
は
感
染
者
数
が

３
万
４
２
５
人
、
死
者
も

１
９
２
４
人
に
達
し
た
。 

　

米
国
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
と
伯
国
保
健
省
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
中
国
、
米

国
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、

韓
国
、
伯
国
の
９
カ
国
を
比

べ
る
と
、
５
０
日
目
の
感
染

者
が
伯
国
よ
り
多
い
の
は
、

中
国
の
７
万
５
１
０
１
人
と

イ
タ
リ
ア
の
４
万
７
０
２
１

人
だ
け
。
死
者
が
伯
国

を
超
え
た
の
も
、
中
国
の

２
２
３
９
人
と
イ
タ
リ
ア
の

４
０
３
２
人
だ
け
だ
。 

　

だ
が
、
４
月
１
５
日
現

在
の
感
染
者
数
ト
ッ
プ
は
米

国
の
６
３
万
６
３
５
０
人
。

日
本
と
韓
国
、
伯
国
以
外

は
中
国
の
８
万
３
７
５
１

人
を
上
回
り
、
ス
ペ
イ
ン

１
７
万
７
６
４
４
人
、
イ
タ

リ
ア
１
６
万
５
１
５
５
人
、

ド
イ
ツ
１
３
万
４
７
５
３

人
、
フ
ラ
ン
ス
１
３
万
３
４

７
０
人
と
な
っ
て
い
る
。 

　

死
者
数
も
同
様
に
、
米

国
の
２
万
８
３
２
６
人

を
筆
頭
に
、
イ
タ
リ
ア

２
万
１
６
４
５
人
、
ス
ペ
イ

ン
１
万
８
７
０
８
人
、
フ
ラ

ン
ス
１
万
７
１
６
７
人
、
ド

イ
ツ
３
８
０
４
人
と
続
い
た

後
、
中
国
の
３
４
７
４
人
が

来
る
。 

　

中
国
は
最
初
に
感
染
が
始

ま
り
、
検
査
体
制
も
不
十
分

で
、
実
数
が
把
握
さ
れ
て
い

な
い
可
能
性
が
高
い
が
、
思

い
切
っ
た
都
市
封
鎖
政
策
も

奏
功
し
、
５
０
日
経
過
後
の

数
の
伸
び
は
鈍
い
。 

　

感
染
確
認
か
ら
５
０
日
後

の
人
口
１
０
万
人
あ
た
り
の

死
者
数
（
死
亡
率
）
が
０
・

０
１
１
だ
っ
た
米
国
は
、
社

会
的
隔
離
策
採
用
が
遅
れ
、

そ
れ
以
降
、
感
染
が
急
速
に

拡
大
。
１
５
日
現
在
の
死
亡

率
は
９
弱
に
上
が
っ
た
。 

　

隔
離
策
導
入
は
や
や
遅
れ

た
が
、
医
療
体
制
が
整
っ
て
い

る
ド
イ
ツ
は
、
５
０
日
目
の

死
亡
率
が
０
・
０
２
０
で
現

在
も
低
率
。
１
０
５
日
目
の

中
国
も
０
・
１
６
０
後
、
安

定
し
て
い
る
。
だ
が
、
５
０

日
目
は
０
・
１
１
７
だ
っ
た
韓

国
は
感
染
拡
大
で
、
１
５
日

現
在
の
死
亡
率
は
４
・
４
前

後
に
上
が
っ
て
い
る
。 

　

州
や
市
は
率
先
し
て
外
出

自
粛
を
採
用
し
た
の
に
、
連

邦
政
府
内
で
意
見
が
割
れ
、

保
健
相
解
任
も
起
き
た
伯

国
の
死
亡
率
は
０
・
８
２
６
。

イ
タ
リ
ア
の
６
・
６
８
０
や

ス
ペ
イ
ン
の
２
・
９
２
９
よ

り
は
低
い
が
、
伯
国
の
検
査

は
重
症
者
の
み
。
解
析
能
力

不
足
（
結
果
待
ち
は
聖
州
だ

け
で
３
万
件
）
も
あ
り
、
本

当
の
感
染
者
は
１
２
〜
２
０

倍
と
も
い
わ
れ
る
。
１
６
日

発
表
の
聖
市
の
死
者
分
布
図

で
も
、
１
１
日
現
在
の
感
染

確
認
済
み
の
死
者
は
４
２
２

人
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
死

な
い
ぞ
。起
き
ろ
、レ
ジ
ー
ナ
」

と
動
画
で
呼
び
か
け
た
の
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
セ
ウ
ソ
・

ク
リ
氏
や
、
俳
優
の
レ
ナ
ト
・

ボ
ル
ギ
氏
、
映
画
監
督
の
ル

イ
・
コ
ル
テ
ス
氏
ら
だ
。
ク

リ
氏
に
よ
る
と
、
他
に
も
既

に
、
８
０
人
ほ
ど
の
関
係
者

が
抗
議
声
明
を
録
音
し
て
い

る
と
い
う
。 

　

芸
術
、
芸
能
関
係
者
へ
の

補
償
問
題
は
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
や
美
術
館
、
映
画
館
、
劇

場
な
ど
の
閉
鎖
に
伴
っ
て
浮

上
し
て
い
る
も
の
で
、
日
本

な
ど
で
も
大
き
な
問
題
と
し

て
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

　

レ
ジ
ー
ナ
氏
は
伯
国
を
代

表
す
る
国
民
的
女
優
だ
が
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
フ
ァ
ン

と
し
て
有
名
で
、
政
治
家
経

験
も
な
い
の
に
文
化
局
長
に

就
任
。
そ
の
手
腕
は
予
て
か

ら
不
安
視
さ
れ
て
い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月17日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.2359  R$
買　5.2329  R$

円相場
売　0.0487  R$
買　0.0486  R$

外
出
自
粛
令
を
５
月
１
０
日
ま
で
延
長

経
済
よ
り
人
命
優
先
の
姿
勢
保
つ

死
亡
率
は
低
い
が
検
査
遅
い
伯
国

新型コロナ

感
染
３
万
３
６
８
２
人
、死
者
２
１
４
１
人

聖 州

「
レ
ジ
ー
ナ
、
ど
こ
行
っ
た
」

無
策
の
文
化
局
長
に
抗
議
殺
到

１６日の会見でのタイシ氏
（Marcelo Casal Jr/Agencia Brasil）

　
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
に
よ
る
コ
ロ

ナ
対
策
は
国
民
の
７
６
％
が

支
持
し
て
い
た
が
、
隔
離
策

に
関
す
る
考
え
方
に
相
違
が

あ
り
、
グ
ロ
ー
ボ
Ｔ
Ｖ
局
の

人
気
番
組
で
大
統
領
を
批
判

す
る
発
言
を
し
た
こ
と
が
決

定
打
と
な
り
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
１
６
日
夕
刻
に
会

見
を
開
き
、
保
健
相
解
任
を

発
表
。
１
７
日
朝
に
は
、
就

任
式
も
行
っ
た
。 

　

解
任
発
表
の
会
見
に
は
後

任
に
指
名
さ
れ
た
タ
イ
シ
氏

も
出
席
し
て
お
り
、
記
者
団

か
ら
の
質
問
も
受
け
た
。 

　

大
統
領
は
こ
の
会
見
で「
ネ

ウ
ソ
ン
医
師
と
話
し
、
段
階

的
に
経
済
活
動
を
戻
し
て
い

く
こ
と
で
、
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
。
い
ざ
職
場
に
戻
っ
て
も

職
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は

い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。 

　

ま
た
、
タ
イ
シ
氏
は
「
現

在
行
わ
れ
て
い
る
隔
離
政
策

を
急
激
に
変
え
た
り
は
し
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
た
だ
、

よ
り
詳
細
な
情
報
を
基
に
、

今
後
、
ど
う
し
て
い
く
か
を

決
め
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。 

　

メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
タ
イ
シ
氏
は

「
危
険
な
状
況
の
人
だ
け
を
隔

離
」
を
支
持
す
る
大
統
領
と

は
違
い
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
同
様
、

全
体
的
な
隔
離
の
支
持
者
だ
。

　

今
回
の
タ
イ
シ
氏
の
指
名

は
軍
部
や
経
済
ス
タ
ッ
フ
、

　

国
民
的
女
優
か
ら
一
転
し

て
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
の
文
化

特
別
局
長
に
就
任
し
た
レ

ジ
ー
ナ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
氏
に

対
し
、
芸
能
、
芸
術
関
係
者

ら
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
伴
う
活
動
の
支
障
に
対
す

る
具
体
的
な
補
償
が
な
さ
れ

な
い
こ
と
へ
の
抗
議
の
声
を
上

げ
て
い
る
。
１
７
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い

る
。 

　

１
７
日
朝
、
映
画
や
音
楽

の
関
係
者
約
２
０
人
が
、
レ

ジ
ー
ナ
文
化
局
長
に
対
し
、

芸
能
、
芸
術
関
係
者
た
ち
が

コ
ロ
ナ
禍
で
被
っ
た
損
害
に

対
す
る
補
償
が
、
こ
こ
ま
で

具
体
的
に
何
も
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
抗
議
す
る
動
画

を
発
表
し
た
。 

　
「
レ
ジ
ー
ナ
は
一
体
ど
こ

だ
？　

文
化
基
金
は
ど
こ
へ

行
っ
た
？　

最
近
、
姿
を
見

い
、
マ
イ
ア
議
長
と
の
言
い

争
い
に
も
発
展
し
た
。 

　
一
部
の
連
邦
議
員
は
、
解

任
は
不
当
と
し
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
国
連
に

文
書
を
送
り
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
を
告
発
す
る
動
き
も

起
こ
し
た
。 

新保健相にタイシ氏就任
（１） ２０２０年第５４７１号  ４月 １８日 （土曜日）

強
め
る
。 

　

伯
国
保
健
省

は
、「
医
療
物
資

不
足
は
供
給
過

程
の
問
題
」
と
し

て
い
る
。
医
療
物

資
の
９
０
％
は

中
国
産
で
、
同

国
で
の
流
行
時

は
生
産
そ
の
も

の
が
止
ま
っ
た
。

現
在
は
生
産
は

再
開
さ
れ
た
が
、

世
界
中
で
医
療

者
は
７
８
５
人
と
報
告
さ
れ

る
な
ど
、
死
者
数
の
実
態
把

握
も
不
十
分
だ
。 

　

全
州
で
の
感
染
者
確
認
は

２
６
日
目
の
３
月
２
２
日
、

全
州
で
の
死
者
確
認
は
５
０

日
目
（
最
初
の
死
者
発
生
か

ら
３
０
日
）
の
４
月
１
５
日

の
伯
国
。
病
床
不
足
も
起
き

て
お
り
、
今
、
手
綱
を
緩
め

れ
ば
、
感
染
率
、
死
亡
率
が

上
が
り
、
感
染
終
息
ま
で
の

時
間
は
さ
ら
に
長
引
く
。

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



　

古こ

典て
ん

や
古こ

文も
ん

書じ
ょ

の
複ふ

く

製せ
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

に
取と

り
組く

む
八や

木ぎ

書し
ょ

店て
ん

（
東と

う

京き
ょ
う

都と

千ち

代よ

田だ

区く

）
が
３
月が

つ

３
０
日に

ち

、
日に

本ほ
ん

語ご

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

で
注

ち
ゅ
う

釈し
ゃ
くを
付ふ

し
た
『
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
国こ

く

立り
つ

図と

書し
ょ

館か
ん

蔵ぞ
う　
日に

っ

葡ぽ

辞じ

書し
ょ

』＝
写し

ゃ

真し
ん

＝
を
刊か

ん

行こ
う

し
た
。
４
０
０
年ね

ん

前ま
え

に
日に

本ほ
ん

に
来き

た
宣せ

ん

教き
ょ
う

師し

が
、

布ふ

教き
ょ
うや
信し

ん

者じ
ゃ

の
告こ

く

白は
く

を
聞き

く
た
め
に
参さ

ん

照し
ょ
うし
た
と
さ
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
版ば

ん

辞じ

書し
ょ

。
ロ
ー
マ
字じ

表ひ
ょ
う

記き

に
し
た
日に

本ほ
ん

語ご

を
見み

出だ

し
語ご

に
、
そ
の
意い

味み

や
説せ

つ

明め
い

が
文ぶ

ん

例れ
い

付づ

き
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

で
書か

か
れ
て
い
る
。
約や

く

３
万ま

ん

２
８
０
０
語ご

が
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
順じ

ゅ
んに
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

〜
１
６
０
４
年ね

ん

に
か
け
て

長な
が
 
さ
き崎で
刊か

ん
 
こ
う行
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以い

 
こ
う降
で
日に

っ
 
ぽ葡
辞じ

 
し
ょ書
が
歴れ

き
 
し史

に
は
っ
き
り
と
登

と
う
 
じ
ょ
う
場
す
る
の
は

１
８
０
０
年ね

ん
 
だ
い代
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
皇こ

う
 
て
い帝
ペ
ド
ロ
２

世せ
い

が
皇こ

う
 
ご
う后
テ
レ
ザ
・
ク
リ

ス
チ
ー
ナ
の
名な

 
ま
え前
を
冠か

ん

す
る

収し
ゅ
う
 
し
ゅ
う
集
品ひ

ん

の
ひ
と
つ
と
し
て

図と
 
し
ょ
 
か
ん

書
館
に
寄き

 
ぞ
う贈
さ
れ
た
と
の

記き
 
ろ
く録
が
あ
る
が
、
そ
の
間

あ
い
だ

２
０
０
年ね

ん

に
ど
ん
な
経け

い
 
ろ路
を

た
ど
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡わ

た

っ
た

の
か
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。

今こ
ん
 
ご後
、
他ほ

か

の
キ
リ
シ
タ
ン
版ば

ん

が
ど
こ
か
で
見み

つ
か
る
可か

 
の
う能

性せ
い

も
あ
る
と
い
う
。

　

日に
っ
 
ぽ葡
辞じ

 
し
ょ書
が
い
か
に
各か

く
 
ち地

に
伝で

ん
 
ら
い来
し
た
の
か
、
日に

 
ほ
ん本
、

欧お
う
 
し
ゅ
う
州
、
中

ち
ゅ
う
 
な
ん
 
べ
い

南
米
の
交

こ
う
 
り
ゅ
う
 
し

流
史

を
研

け
ん
 
き
ゅ
う
究
す
る
上う

え

で
も
貴き

 
ち
ょ
う重
な

資し
 
り
ょ
う
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

製せ
い
 
さ
く作
に
お
い
て
は
リ

オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
国こ

く
 
り
つ立

図と
 
し
ょ
 
か
ん

書
館
に
、
原げ

ん
 
ぽ
ん本
の
頁ぺ

ー
じ
を
一い

ち

枚ま
い

一い
ち

枚ま
い

撮さ
つ
 
え
い影
し
て
も
ら
い
、

そ
の
デ
ー
タ
を
原げ

ん
 
す
ん寸
の
ま
ま
、

同ど
う
 
し
ゃ社の
技ぎ

 
じ
ゅ
つ術
「
高こ

う

精せ
い
 
さ
い細
カ
ラ

ー
版ば

ん

複ふ
く
 
せ
い製」
で
製せ

い
 
は
ん版
・
印い

ん
 
さ
つ刷

し
た
。

　

昨さ
く
 
ね
ん年
、
世せ

い
 
き紀
の
新し

ん

発は
っ
 
け
ん見

と
し
て
新し

ん
 
ぶ
ん聞
紙し

 
じ
ょ
う上
を
に
ぎ
わ

リ
オ
で
発は

っ

 け
ん見

、
原げ

ん

 ぽ
ん本

を
高こ

う

精せ
い

 さ
い細

カ
ラ
ー
で

援え
ん

協き
ょ
う

に
手て

作づ
く

り
布ぬ

の

マ
ス
ク
１
千せ

ん

枚ま
い

余あ
ま

り

本ほ
ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

が
寄き

付ふ

４００年
ねん まえ

前の「日
にっ

葡
ぽ

辞
じ しょ

書」刊
かん こう

行

ヤ
キ
ソ
バ
、
焼や

き
飯め

し

９
・
９
０
レ
ア
ル

「
食た

べ
て
ス
ト
レ
ス
発は

っ

 さ
ん散
を
！
」

外
がい しゅつ

出自
じ しゅく

粛

日に
 
ほ
ん本
で
出し

ゅ
っ
ぱ
ん版
さ
れ
た
『
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
国こ

く
 
り
つ立

図と
 
し
ょ
 
か
ん

書
館
蔵ぞ

う

　
日に

っ

葡ぽ

辞じ
 
し
ょ書
』

八
や

木
ぎ

書
しょ

店
てん

　

房
子
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
ま
ず
、
片
仮
名
に
書

き
換
え
る
。
こ
の
と
き
、
無
声
音
の
子
音
は
母
音

を
足
し
、
一
音
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
母
音
は

長
音
に
、
Ｏ
の
発
音
は
口
を
閉
ざ
す
。
音
に
よ
っ

て
は
語
り
手
が
か
っ
て
に
変
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
イ
チ
オ
ル

（Ictio
l

）
が
房
子
の
発
音
の
よ
う
に
イ
キ
チ
ョ
ー

ル
（ikich

ooru

）
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
の

だ
っ
た
。

　

年
下
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
学
習
は
そ
れ

ほ
ど
重
荷
に
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど

も
ニ
イ
ー
ャ
ン
は
違
っ
て
い
た
。
仕
事
、
時
間
、

移
動
、
勉
学
に
あ
け
暮
れ
る
毎
日
に
は
、
む
り
が

出
て
き
て
い
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
に
通
う
ほ
か
、
市
役

所
で
１
日
働
き
、
そ
の
上
、
医
科
大
学
受
験
の
予

備
校
に
通
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
三
つ
を
完
全
に

や
り
と
げ
る
の
は
た
や
す
く
は
な
い
。
と
く
に
し

わ
寄
せ
が
い
っ
た
の
は
予
備
校
だ
っ
た
。
当
時
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
医
科
大
学
と
パ
ウ

リ
ス
タ
医
科
大
学
の
２
つ
し
か
な
か
っ
た
。
限
ら

れ
た
人
員
に
大
勢
の
入
学
志
望
者
が
殺
到
し
た
。

教
え
ら
れ
る
こ
と
は
全
て
頭
に
入
れ
た
。
先
生
の

い
う
こ
と
、
黒
板
に
書
く
こ
と
を
筆
記
し
た
。

　

高
校
卒
業
の
と
き
、父
か
ら
も
ら
っ
た
パ
ー
カ
ー

２
１
万
年
筆
を
使
い
、
そ
の
こ
ろ
は
や
っ
て
い
た

耐
水
性
の
な
い
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
で
は
な
く
パ
ー

カ
ー
Ｑ
イ
ン
ク
ボ
ル
ト
を
持
ち
歩
い
て
い
た
。
予

備
校
の
授
業
が
三
ヵ
月
す
ぎ
た
こ
ろ
に
は
耐
久
性

の
強
い
ペ
ン
先
で
も
斜
め
に
す
り
切
れ
た
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
ふ
つ
う
パ
ー
カ
ー
２
１
の
ペ
ン
先

を
取
り
替
え
る
の
は
、
あ
や
ま
っ
て
床
に
万
年
筆

を
落
と
し
て
ペ
ン
先
が
傷
ん
で
し
ま
っ
た
と
き
だ

け
だ
。
ニ
ー
チ
ャ
ン
の
場
合
は
万
年
筆
の
使
い
過

ぎ
で
、
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
ほ
ど
努
力
し
た
の
に
、
結
局
、
初
め
て
受

け
た
医
科
大
学
の
入
学
試
験
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

正
輝
は
そ
の
こ
と
を
あ
ま
り
悔
や
ま
な
か
っ
た
。

非
常
に
競
争
率
の
高
い
部
門
だ
し
、
息
子
の
努
力

も
分
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
来
年
ま
た
そ
の
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
慰
め
、
彼
が
医
者
に
な
る
夢
を
支
え

つ
づ
け
た
。医
者
は
社
会
的
に
評
価
さ
れ
、沖
縄
人
、

日
本
人
だ
け
で
な
く
隣
近
所
の
人
や
西
洋
系
の
友

人
に
も
注
目
さ
れ
る
職
業
な
の
だ
。

　

１
９
５
６
年
も
ニ
ー
チ
ャ
ン
の
困
難
な
生
活
が

つ
づ
い
た
が
、
そ
の
年
、
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
を
卒
業
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ニ
イ
チ
ャ
ン
の
卒
業
式
は
休
日

の
８
月
１
５
日
で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
パ
カ
エ
ン
ブ

市
立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
と
両
親
に
告
げ
た
。
す

ば
ら
し
い
式
だ
か
ら
、
い
ま
か
ら
準
備
を
は
じ
め

る
よ
う
に
と
い
っ
た
。
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枚ま
い

と
約や

く

７
０
リ
ッ
ト
ル
の
消

し
ょ
う

毒ど
く

用よ
う

ア
ル
コ
ー
ル
が
寄き

付ふ

さ

れ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

の
吉よ

し

川か
わ

妙み
ょ
う

養よ
う

師じ

、
信し

ん

者じ
ゃ

で
援え

ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

評
ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
うの
菊き

く

池ち

義よ
し

治は
る

と
そ

の
娘む

す
め
カ
シ
ア
福ふ

く

祉し

士し

、
そ
の

息む
す

子こ

５
人に

ん

が
援え

ん

協き
ょ
うに
訪お

と
ず
れ
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

に
役や

く

立だ

て
て
ほ
し
い
と

　

４
月が

つ

１
６
日に

ち

、
本ほ

ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立
り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

（
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
く 

高た
か

崎さ
き 

扇せ
ん

忠ち
ゅ
う）
か
ら
サ
ン

パ
ウ
ロ
日に

っ

伯は
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

に
、

手て

作づ
く

り
布ぬ

の

マ
ス
ク
１
１
９
５

空
くう

港
こう

で別
わか

れを惜
お

しむデカセギ訪
ほう

日
にち

者
しゃ

の写
しゃ

真
しん

を１面
めん

に掲
けい

載
さい

した
エスタード紙

し

２０１８年
ねん

５月
がつ

１１日
にち

付
づけ

１面
めん

一い
ち
 
に
ち
日
も
早は

や

く
届と

ど

き
、
少す

こ

し
で

も
お
慰な

ぐ
さめ
に
な
れ
ば
と
願ね

が
っ
て

い
ま
す
。
呉く

れ

々ぐ
れ

も
ご
自じ

愛あ
い

く

だ
さ
い
。
そ
し
て
一い

ち
 
に
ち
日
も
早は

や

い

収し
ゅ
う

束そ
く

を
ご
一い

っ

緒し
ょ

に
祈い

の

り
ま
し

ょ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送お

く

っ
た
。
サ
イ
ト
を
開ひ

ら

き
、
左

ひ
だ
り

側が
わ

の
「
本ほ

ん

文ぶ
ん

」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
内な

い

容よ
う

が
見み

ら
れ
る
。

全ぜ
ん

１
５
２
ペ
ー
ジ
で
盛も

り
だ

く
さ
ん
の
内な

い

容よ
う

。
ス
マ
ホ
で
も

読よ

め
る
の
で
、
ク
ア
レ
ン
テ
ー

ナ
中ち

ゅ
うに
じ
っ
く
り
読よ

ん
で
み
て

は
。

　
　
　
　
　

◎

　

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か

で
世せ

界か
い

各か
く

地ち

が
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

、
各か

く

イ
ベ
ン
ト

の
開か

い

催さ
い

自じ

粛し
ゅ
くが
相あ

い

次つ

い
で
い

る
昨さ

っ

今こ
ん

。
日に

本ほ
ん

か
ら
の
報ほ

う

道ど
う

に
よ
れ
ば
、
東と

う

京き
ょ
う

浅あ
さ

草く
さ

で
毎ま

い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

の
イ
ベ
ン
ト
「
浅あ

さ

草く
さ

サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
の
開か

い

催さ
い

が
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
っ
た
。
東と

う

京き
ょ
うオ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後ご

の
９
月が

つ

２
６

日に
ち

に
開か

い

催さ
い

を
予よ

定て
い

し
て
い
た

が
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感か
ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

を
懸け

念ね
ん

し
て
、
来ら

い

年ね
ん

９
月が

つ

２
５
日に

ち

に
延え

ん

期き

と
し

た
。
同ど

う

カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
多お

お

く
の
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
踊お

ど

り
子こ

と
し
て
参さ

ん

加か

し
、
浅あ

さ

草く
さ

の
街ま

ち

を
サ
ン
バ
で

賑に
ぎ

わ
せ
る
一い

ち

大だ
い

イ
ベ
ン
ト
。
観か

ん

客き
ゃ
く

動ど
う

員い
ん

数す
う

は
５
０
万ま

ん

人に
ん

に
の

ぼ
る
。
本ほ

ん

来ら
い

な
ら
「
そ
ろ
そ

ろ
練れ

ん

習し
ゅ
うを
本ほ

ん

格か
く

化か

さ
せ
る
か
」

と
い
っ
た
時じ

期き

だ
っ
た
が
、
サ

ン
バ
チ
ー
ム
も
観か

ん

客き
ゃ
くも
さ
ぞ

残ざ
ん

念ね
ん

な
こ
と
だ
ろ
う
。
来ら

い

年ね
ん

こ
そ
は
東と

う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

続つ
づ

い
て
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る

こ
と
を
期き

待た
い

。

ら
れ
る
よ
う
し
た
。
発は

っ

行こ
う

ス

タ
ッ
フ
の
前ま

え

園ぞ
の

博ひ
ろ

子こ

さ
ん
と

石い
し

田だ

勉つ
と
むさ
ん
は
連れ

ん

名め
い

で
「
楽ら

く

書が
き

倶く

楽ら

部ぶ

は
１
０
年ね

ん

間か
ん

、
一い

ち

度ど

も
遅ち

配は
い

す
る
こ
と
も
な
く

そ
れ
を
誇ほ

こ

り
と
し
て
き
ま
し

た
。
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うを
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
席せ

っ
け
ん巻
し
未み

曾ぞ

有う

の
危き

機き

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
本ぼ

ん

の
発は

っ

行こ
う

も
や
む
を

得え

ず
遅お

く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
益ま

す

々ま
す

悪あ
っ

化か

し
て
行い

く

現げ
ん

状じ
ょ
うで
す
の
で
、
い
つ
お
手て

許も
と

に
届と

ど

く
か
不ふ

確た
し

か
で
す
が

記き

事じ

ば
か
り
の
昨さ

っ

今こ
ん

、
こ
う

い
っ
た
助た

す

け
合あ

い
の
出で

来き

事ご
と

が

あ
る
と
、
と
て
も
心こ

こ
ろ
が
温あ

た
た
か

く
な
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に
ち

毎ま
い

叢そ
う

書し
ょ

企き

画か
く

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

が

刊か
ん

行こ
う

す
る
随ず

い

筆ひ
つ

集し
ゅ
う『
楽ら

く

書が
き

倶く

楽ら

部ぶ

』
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

の
第だ

い

５
２
号ご

う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
混こ

ん

乱ら
ん

に
よ

り
、
今こ

ん

回か
い

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版ば

ん

で

出だ

し
、
サ
イ
ト(h

ttp
s://

ts
u
is
h
i.w
ix
s
ite
.

com
/1
0
syu
n
en
)

で
見み

言こ
と
 
ば葉
が
使つ

か

わ
れ
て
い
た
か
の

圧あ
っ
 
と
う倒
的て

き

な
資し

 
り
ょ
う料
に
な
る
」
と

話は
な

す
。
こ
れ
ま
で
に
マ
ニ
ラ
な

ど
見み

つ
か
っ
て
い
る
他ほ

か

の
原

げ
ん
 
ぽ
ん本

と
の
比ひ

 
か
く較
や
、
キ
リ
シ
タ
ン

語ご
 
が
く学
研け

ん
 
き
ゅ
う究
成せ

い
 
か果
と
あ
わ
せ

た
解か

い
 
せ
つ説
と
参さ

ん
 
こ
う考
図ず

 
は
ん版
も
掲け

い
 
さ
い載

し
て
い
る
。

　

同ど
う
 
し
ょ書
の
原げ

ん
 
ぽ
ん本
は
２
０
１
８

年ね
ん

に
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ

　

学が
く
じ
ゅ
つ術
的て

き

な
辞じ

 
し
ょ書
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
宣

せ
ん
 
き
ょ
う
 
し

教
師
が
現げ

ん
 
ち地

の
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
と
会か

い
 
わ話
で
コ
ニ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
た
め

口こ
う
 
ご語
や
方ほ

う
 
げ
ん言
、
卑ひ

 
ご語
も
多お

お

く

収し
ゅ
う
 
ろ
く
録
さ
れ
て
い
る
。

　

編へ
ん
し
ゅ
う集
に
携た

ず
さ
わ
っ
た
出

し
ゅ
っ
 
ぱ
ん版
部ぶ

の
恋こ

い

塚づ
か

嘉よ
し
き

氏し

は
「
学が

く
 
も
ん問
あ

り
き
で
は
な
く
、
き
わ
め
て

実じ
つ
 
よ
う用
的て

き

な
本ほ

ん

。
当と

う
 
じ時
ど
ん
な

　

先せ
ん

日じ
つ

、
親お

や

が
日に

本ほ
ん

で
デ
カ

セ
ギ
し
て
い
る
あ
る
日に

っ

系け
い

子し

弟て
い

に
話は

な
し

を
聞き

い
た
時と

き

、「
群ぐ

ん

馬ま

県け
ん

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

部ぶ

品ひ
ん

工こ
う

場じ
ょ
うで

パ
ー
ト
労ろ

う

働ど
う

し
て
い
る
母は

は

は
、

コ
ロ
ナ
の
関か

ん

係け
い

で
い
き
な
り
１

カ
月げ

つ

休き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うを
言い

い
渡わ

た

さ
れ
ま

し
た
。
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
ほ
と
ん
ど

は
正せ

い

社し
ゃ

員い
ん

じ
ゃ
な
い
。
何な

に

か

あ
れ
ば
、
真ま

っ
先さ

き

に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

休
き
ゅ
う

暇か

を
取と

ら
さ
れ
た
り
、
首く

び

を

切き

ら
れ
た
り
す
る
。
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
し
わ
寄よ

せ
が
一い

ち

番ば
ん

集あ
つ

ま
る
部ぶ

分ぶ
ん

。
な
ん
ら
か
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
救

き
ゅ
う

済さ
い

策さ
く

）
が

ほ
し
い
」
と
訴う

っ
たえ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
矢や

先さ
き

、
共

き
ょ
う

同ど
う

通つ
う

信し
ん

１
６
日に

ち

付づ
け

の
記き

事じ

《『
首し

ゅ

相し
ょ
う、

補ほ

正せ
い

予よ

算さ
ん

案あ
ん

組く

み
替か

え
の
方ほ

う

向こ
う

で
検け

ん

討と
う

指し

示じ

』
＝
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
１
６
日に

ち

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対た

い

策さ
く

と
し
て
、
国こ

く

民み
ん

１
人り

当あ

た
り
１
０
万ま

ん

円え
ん

の

現げ
ん

金き
ん

を
一い

ち

律り
つ

給き
ゅ
う

付ふ

す
る
た
め

２
０
２
０
年ね

ん

度ど

補ほ

正せ
い

予よ

算さ
ん

案あ
ん

を
組く

み
替か

え
る
方ほ

う

向こ
う

で
検け

ん

討と
う

す
る
よ
う
指し

示じ

し
た
。
政せ

い

府ふ

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

が
明あ

き

ら
か
に
し
た
》

を
読よ

ん
だ
。

　

こ
こ
に
は
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

も
対た

い

象し
ょ
うに
さ
れ
て
い
る
か

明め
い

記き

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

内な
い

に
さ

ま
ざ
ま
な
疑ぎ

念ね
ん

が
湧わ

き
上あ

が

っ
て
い
る
と
聞き

く
。

　

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
９
０

年ね
ん

代だ
い

の
デ
カ
セ
ギ
ブ
ー
ム
の

頃こ
ろ

か
ら
「
雇こ

用よ
う

の
調

ち
ょ
う

整せ
い

弁べ
ん

」

と
言い

わ
れ
、
最も

っ
と
も
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
雇こ

用よ
う

環か
ん

境き
ょ
うの
中な

か

で
働は

た
ら
き
な
が
ら
、

日に

本ほ
ん

の
生せ

い

産さ
ん

現げ
ん

場ば

を
支さ

さ

え
て

き
た
。
ほ
と
ん
ど
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
が
な
い
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

よ
り
も
先さ

き

に
、
新し

ん

型が
た

肺は
い

炎え
ん

に
よ
る
雇こ

用よ
う

悪あ
っ

化か

の

直ち
ょ
く

撃げ
き

を
受う

け
て
い
る
と
考か

ん
が
え

ら
れ
る
。

　

安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

は
、
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

か
ら
特と

く

定て
い

技ぎ

能の
う

制せ
い

度ど

を
実じ

っ

施し

し
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

導ど
う

入に
ゅ
うを

誰だ
れ

よ
り
も
進す

す

め
て
き
た
。
こ

こ
で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
支し

援え
ん

対た
い

象し
ょ
うか

ら
は
ず
せ
ば
「
無む

責せ
き

任に
ん

な
外が

い

国こ
く

人じ
ん

招し
ょ
う

致ち

」
と
言い

わ
れ
か
ね
な
い
。「
や
っ
ぱ
り
外が

い

国こ
く

人じ
ん

は

使つ
か

い
捨す

て
か
」
と
言い

わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
少す

く

な

く
と
も
永え

い

住じ
ゅ
う

権け
ん

所し
ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

に
は

支し

援え
ん

し
、
で
き
れ
ば
労ろ

う

働ど
う

可か

能の
う

な
ビ
ザ
で
日に

本ほ
ん

に
い
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
も
広ひ

ろ

げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

２
０
０
８
年ね

ん

の
金き

ん

融ゆ
う

危き

機き

の
後あ

と

、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
対た

い

し
て
帰き

国こ
く

支し

援え
ん

策さ
く

を
行

お
こ
な

っ
た
。
今こ

ん

回か
い

は
や
ら
な
い
で
ほ

し
い
。
腰こ

し

の
座す

わ

っ
て
い
な
か
っ

た
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
、
あ
の
時と

き

み
な
帰き

国こ
く

し
た
。
今い

ま

残の
こ
っ
て
い

る
人ひ

と

の
大た

い

半は
ん

は
永え

い

住じ
ゅ
う

組ぐ
み

。
彼か

れ

ら
は
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

を
支さ

さ

え
る
人じ

ん

材ざ
い

だ
。

　

そ
ん
な
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
子し

弟て
い

は
日に

本ほ
ん

の
未み

来ら
い

を
支さ

さ

え
る
多た

文ぶ
ん

化か

人じ
ん

材ざ
い

に
育そ

だ

つ
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

い
。
本ほ

ん

紙し

既き

報ほ
う

の

通と
お

り
、
す
で
に
東と

う

大だ
い

生せ
い

、
弁べ

ん

護ご

士し

も
生う

ま
れ
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
同ど

う

様よ
う

に
、
彼か

れ

ら
に
も

し
っ
か
り
と
救

き
ゅ
う

済さ
い

の
道み

ち

を
開ひ

ら

い

て
ほ
し
い
。

　

返か
え

す
刀か

た
な
で
言い

わ
せ
て
も
ら

え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
海か

い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
支し

給き
ゅ
うす
る

必ひ
つ

要よ
う

は
な
い
と
思お

も

う
。
在ざ

い

住
じ
ゅ
う

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

で
あ
り
、
必ひ

つ

要よ
う

が

あ
れ
ば
、
そ
こ
で
支し

援え
ん

を
う

け
る
べ
き
だ
か
ら
だ
。

　
い
ま
問と

わ
れ
て
い
る
の
は
、

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
「
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

」
な
の
か
―
と
い
う
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

の
判は

ん

断だ
ん

だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
在ざ

い

住じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

お

よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

立た
ち

場ば

か
ら
す
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

永え
い

住じ
ゅ
うを
決き

め
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

も
当と

う

然ぜ
ん

、
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
一ひ

と

人り

の
は
ず
だ
。
ぜ
ひ
１
０
万ま

ん

円え
ん

の
現げ

ん

金き
ん

支し

給き
ゅ
うを
し
て
ほ
し

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）

せ
た
源げ

ん
 
じ
 
も
の
 
が
た
り

氏
物
語
「
若

わ
か
 
む
ら
さ
き
紫
」

写し
ゃ
 
ほ
ん本の
書し

ょ
 
せ
き籍
化か

を
請う

け
負お

っ

た
が
、
日に

っ
 
ぽ葡
辞じ

 
し
ょ書
に
お
い
て

も
イ
ン
キ
の
か
す
れ
や
滲に

じ

み
に

い
た
る
ま
で
原げ

ん
 
ぽ
ん本
に
近ち

か

づ
け

て
い
る
と
い
う
。

八や
 
ぎ木
壮そ

う
 
い
ち一
取と

り
 
し
ま
り
 
や
く

締
役

会か
い
 
ち
ょ
う
長
は
「
原げ

ん
 
ぽ
ん本
の
情

じ
ょ
う
 
ほ
う
報
を
で

　

本ほ
ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

か
ら
は
、
昨さ

く

年ね
ん

１
２

月が
つ

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
菩ぼ

薩さ
つ

」
よ
り
、
日に

っ

伯は
く

福ふ
く

祉し

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

に
パ
ネ
ト
ー
ネ

１
０
８
個こ

の
寄き

付ふ

が
行お

こ
な
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
寄き

付ふ

は
３
０

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う

続つ
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関か

ん

係け
い

の
暗く

ら

い

寄
き

付
ふ

をした日
にっ

教
きょう

寺
じ

の皆
みな

さん

し
て
、
医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ
へ
の
感か

ん

染せ
ん

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
の
個こ

人じ
ん

用よ
う

防ぼ
う

に
設せ

っ
 
て
い定
し
ま
し
た
」
―
―
聖せ

い

市し

の
ニ
ッ
ケ
イ
パ
レ
ス
・
レ

ス
ト
ラ
ン(R

u
a G
alvao 

B
u
en
o, 4
2
5
, L
ib
er-

d
ad
e)

の
オ
ー
ナ
ー
、
山や

ま
 
だ田

セ
レ
ナ
さ
ん
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
始は

じ

め
た
動ど

う
 
き機
を
そ
う
説せ

つ
 
め
い明

し
た
。

　

外
が
い
 
し
ゅ
つ出
自じ

 
し
ゅ
く
粛
が
続つ

づ

く
中な

か

、
各か

く

飲い
ん
 
し
ょ
く
 
ぎ
ょ
う

食
業
界か

い

で
は
デ
リ
バ

リ
ー
（
配は

い
 
た
つ達
）
と
ヴ
ィ
ア
ー
ジ

（
持も

ち
帰か

え

り
）
の
み
が
許き

ょ
 
か可

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中な

か

、
同ど

う

レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
ヤ
キ
ソ
バ
と
ヤ
キ
メ

シ
を
９
・
９
０
レ
ア
ル
の
販

は
ん
 
ば
い売

を
始は

じ

め
た
。
通

つ
う
 
じ
ょ
う常
価か

 
か
く格
は

２
９
・
９
０
レ
ア
ル
だ
っ
た

が
、
山や

ま
 
だ田
さ
ん
は
「
ク
ア
レ

ン
テ
ナ
だ
か
ら
食た

べ
る
楽た

の

し

み
を
実じ

っ
 
か
ん感
し
て
ほ
し
い
」
と

思お
も

い
、
安あ

ん
 
か価
に
提

て
い
 
き
ょ
う
供
す
る
こ

と
を
思お

も

い
つ
い
た
。

在ざ
い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
も
１
０
万ま

ん

円え
ん

給き
ゅ
う

付ふ

を

■
記き

者し
ゃ

の
眼め

■

リ
オ
で
発は

っ
 
け
ん見
さ
れ
た
日に

っ

葡ぽ

辞じ
 
し
ょ書
の
本ほ

ん
 
も
の物
（Acervo da 

Fundacao Biblioteca Nacional ‒ Brasil 
ブ
ラ
ジ
ル

国こ
く

国こ
く
 
り
つ立
図と

 
し
ょ
 
か
ん

書
館
財ざ

い
 
だ
ん団
蔵ぞ

う
 
ほ
ん本
）

　

ヤ
キ
ソ
バ
は
野や

 
さ
い菜
と
肉に

く

が

た
っ
ぷ
り
入は

い
っ
た
醤

し
ょ
う
 
ゆ油
味あ

じ

。
ヤ

キ
メ
シ
は
あ
っ
さ
り
し
た
塩

し
お
 
あ
じ味

に
な
っ
て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
ニ
ッ
ケ
イ
パ

ラ
セ
ホ
テ
ル
の
地ち

 
か下
に
あ
る
。

土ど
 
に
ち日
祝し

ゅ
く
 
じ
つ日
関か

ん
 
け
い係
な
く
毎ま

い
 
に
ち日

１
１
時じ

〜
１
５
時じ

、
１
７
時じ

３
０
分ぷ

ん

〜
２
１
時じ

３
０
分ぷ

ん

ま

で
営

え
い
 
ぎ
ょ
う
業
。
電で

ん
 
わ話
注ち

ゅ
う
 
も
ん
文
す
れ
ば

配は
い
 
た
つ達を
す
る
が
、
配は

い
 
た
つ達
料り

ょ
うが

か
か
る
。
も
し
く
は
店て

ん
 
と
う頭
で

持も

ち
帰か

え

り
も
可か

。

　

注ち
ゅ
う
 
も
ん文
す
る
際さ

い

は
電で

ん
 
わ話

（
１
１
・
３
２
０
７
・
８
５ 

１
１
）
か
、ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
（
１ 

１
・
３
５
４
０
・
０
６
９
８
）

ま
で
連れ

ん
 
ら
く絡
を
。

護ご

具ぐ

が
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

信し
ん

者じ
ゃ

の
親し

ん

族ぞ
く

が

援え
ん

協き
ょ
うの
施し

設せ
つ

で
生せ

い

活か
つ

し
て
お

り
、
医い

療り
ょ
う

防ぼ
う

護ご

具ぐ

が
市し

場
じ
ょ
う

で
不ふ

足そ
く

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

寄き

付ふ

を
す
る
こ
と
で
少す

こ

し
で

も
助た

す

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
話は

な

し
た
経け

い

緯い

か
ら
物ぶ

っ

品ぴ
ん

寄き

贈ぞ
う

に
至い

た
っ
た
。

　

ま
た
、
信し

ん

者じ
ゃ

が
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ

て
作つ

く
っ
た
色い

ろ

と
り
ど
り
の
布ぬ

の

マ

ス
ク
は
工く

夫ふ
う

が
凝こ

ら
さ
れ
て

お
り
で
、
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

だ
け
で
な
く
、
雰ふ

ん

囲い

気き

を
明あ

か

る
く
す
る
こ
と
に
も
役や

く

立だ

ち

そ
う
だ
。

ス
ば
か
り
。
気き

 
が
る軽
に
日

に
 
ほ
ん
 
し
ょ
く

本
食

を
食た

べ
る
楽た

の

し
み
を
味あ

じ

わ
っ
て

も
ら
い
、
家い

え

の
中な

か

に
い
る
ス
ト

レ
ス
を
少す

こ

し
で
も
発は

っ
 
さ
ん散
し
て

ほ
し
い
と
思お

も

い
、
こ
の
価か

 
か
く格

焼
や

き飯
めし

やヤキソバ

ル
ス
に
つ
い
て
の
暗く

ら

い
ニ
ュ
ー

　
「
最さ

い
 
き
ん近
は
新し

ん
 
が
た型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

き
る
だ
け
正せ

い
 
か
く確
に
再さ

い
 
げ
ん現
す
る

こ
と
に
私わ

た
し
た
ち
は
一い

っ
 
か
ん
貫
し
て
い

る
」
と
話は

な

し
て
い
る
。
本ほ

ん
 
た
い体

６
万ま

ん

円え
ん

。
Ｂ
５
変へ

ん
 
け
い形
判ば

ん

・

上じ
ょ
う
 
せ
い
製
カ
バ
ー
装そ

う

・
８
６
８
ペ

ー
ジ
。【
成な

り
 
あ
い相
裕ひ

ろ
 
ゆ
き幸】《（
Ｃ
）

文ぶ
ん
 
か化
通つ

う
 
し
ん
 
し
ゃ

信
社
、w

w
w
.

bunkanew
s.jp/

》

ロ
国こ

く
 
り
つ立
図と

 
し
ょ
 
か
ん

書
館
で
発は

っ
 
け
ん見
さ
れ

た
。
日に

っ
 
ぽ葡
辞じ

 
し
ょ書
は
１
６
０
３



　
『
世せ

界か
い

一い
ち

安あ
ん

全ぜ
ん

で
親し

ん

切せ
つ

な
国く

に

日に

本ほ
ん

が
Ｅ
Ｕ
の
轍わ

だ
ち

を
踏ふ

ま
な
い

た
め
に 

移い

民み
ん 

難な
ん

民み
ん 

ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現げ

ん

実じ
つ

２
０
１
１

―
２
０
１
９
』
の
著ち

ょ

者し
ゃ

・
川か

わ

口ぐ
ち

マ
ー
ン
惠え

美み

さ
ん
が
講こ

う

演え
ん

で

「
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
有ゆ

う

事じ

が
起お

こ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

に
も
難な

ん

民み
ん

が
押お

し

寄よ

せ
ま
す
よ
」
と
話は

な

し
て
も
、「
聴ち

ょ
う

衆し
ゅ
うは

誰だ
れ

も
ピ
ン
と
き
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う
。

　
「
日に

本ほ
ん

海か
い

は
波な

み

が
荒あ

ら

い
か
ら
ボ
ロ
船ふ

ね

で
は
越こ

え
ら
れ
な
い
」

と
言い

う
人ひ

と

も
い
た
が
、
確た

し

か
に
ア
フ
リ
カ
か
ら
難な

ん

民み
ん

が
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

を
渡わ

た

っ
て
船ふ

ね

で
押お

し
寄よ

せ
る
の
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

海か
い

を
越こ

え

て
く
る
の
は
難む

ず
か

し
い
だ
ろ
う
、
と
私わ

た
し

自じ

身し
ん

も
考か

ん
が

え
て
い
た
。
そ

れ
が
愚お

ろ

か
な
希き

望ぼ
う

的て
き

観か
ん

測そ
く

で
あ
る
こ
と
を
、
川か

わ

口ぐ
ち

さ
ん
は
欧お

う

州し
ゅ
うの
事じ

実じ
つ

を
も
っ
て
論ろ

ん

破ぱ

す
る
。

　
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
に
押お

し
寄よ

せ
て
い
る
難な

ん

民み
ん

た
ち
も
、
実じ

つ

は
、

自じ

力り
き

で
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

を
渡わ

た

っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
…
彼か

れ

ら
は
密み

っ

航こ
う

斡あ
っ

旋せ
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
大た

い

金き
ん

を
支し

払は
ら

い
、
木こ

の
葉は

の
よ
う
な
船ふ

ね

に
乗の

り
込こ

ま
さ
れ
る
。

　
救き

ゅ
う

助じ
ょ

は
、
以い

前ぜ
ん

は
偶ぐ

う

然ぜ
ん

通と
お

り
か
か
っ
た
商し

ょ
う

船せ
ん

や
漁ぎ

ょ

船せ
ん

、
Ｅ

Ｕ
の
国こ

っ

境き
ょ
う

警け
い

備び

隊た
い

な
ど
が
行お

こ
なっ
た
が
、
今い

ま

で
は
、
民み

ん

間か
ん

船せ
ん

は

難な
ん

民み
ん

を
助た

す

け
て
連つ

れ
て
く
る
と
密み

っ

航こ
う

幇ほ
う

助じ
ょ

に
問と

わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
救き

ゅ
う

助じ
ょ

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
代か

わ
り
に

大だ
い

活か
つ

躍や
く

し
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
非ひ

政せ
い

府ふ

組そ

織し
き

）

の
船ふ

ね

だ
。

　
大お

お

型が
た

で
立り

っ

派ぱ

な
船ふ

ね

も
多お

お

い
と
こ
ろ
を
見み

る
と
、
こ
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
「
遭そ

う

難な
ん

救き
ゅ
う

助じ
ょ

」
活か

つ

動ど
う

の
裏う

ら

に
は
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
援え

ん

助じ
ょ

し
て
い
る
人ひ

と

た
ち
が
い
る
よ
う
だ
。「
救き

ゅ
う

助じ
ょ

」
に

際さ
い

し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
犯は

ん

罪ざ
い

組そ

織し
き

が
連れ

ん

携け
い

し
て
い
る
可か

能の
う

性せ
い

も

疑う
た
がわ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
船ふ

ね

は
あ
た
か
も

シ
ャ
ト
ル
便び

ん

の
よ
う
に
、
救き

ゅ
う

助じ
ょ

し
た
難な

ん

民み
ん

を
せ
っ
せ
と
イ
タ
リ

ア
や
マ
ル
タ
に
運は

こ

ん
で
く
る
。[

１
， ｐ
３]

　
い
く
ら
日に

本ほ
ん

海か
い

の
波な

み

が
荒あ

ら

く
と
も
、
ど
こ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
立り

っ

派ぱ

な
船ふ

ね

を
出だ

し
て
、
難な

ん

民み
ん

を
拾ひ

ろ

い
上あ

げ
、
対つ

し

馬ま

や
北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うに

運は
こ

ん
で
く
る
だ
ろ
う
。
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

総そ
う

連れ
ん

な
ど
、
そ
の
役や

く

を
引ひ

き
受う

け
そ
う
な
組そ

織し
き

は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
も
事こ

と

欠か

か
な
い
。

Ｅ
Ｕ
を
ぶ
ち
壊こ

わ

す
難な

ん

民み
ん

の
破は

壊か
い

力り
ょ
く

２０１９年
ねん

１２月
がつ

２２日
にち

版
ばん

　

津つ

波な
み

の
よ
う
に
押お

し
寄よ

せ
る
難な

ん

民み
ん

に
業ご

う

を
煮に

や
し
た
イ
タ
リ

ア
政せ

い

府ふ

は
、
２
０
１
８
年ね

ん

６
月が

つ

、
い
つ
も
の
よ
う
に
難な

ん

民み
ん

を

乗の

せ
て
来ら

い

航こ
う

し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
船ふ

ね

「
ア
ク
ア
リ
ウ
ス
」
号ご

う

の
入に

ゅ
う

港こ
う

を
拒き

ょ

否ひ

し
た
。
こ
の
船ふ

ね

は
難な

ん

民み
ん

を
救き

ゅ
う

助じ
ょ

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
連つ

れ
て
く
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
、フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
船ふ

ね

で
、
２
０
１
６
年ね

ん

だ
け
で
１
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

も
の
難な

ん

民み
ん

を
イ
タ
リ
ア
に
運は

こ

ん
だ
。

　
し
か
し
、
入に

ゅ
う

港こ
う

拒き
ょ

否ひ

も
通つ

う

じ
な
い
手て

口ぐ
ち

も
あ
る
。

　
た
い
て
い
の
斡あ

っ

旋せ
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

は
、
沖お

き

合あ
い

に
出で

た
と
こ
ろ
で
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
だ
け
小こ

型が
た

の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
で
逃と

う

走そ
う

し
、
遭そ

う

難な
ん

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出だ

し
、
あ
と
は
イ
タ
リ
ア
海か

い

軍ぐ
ん

に
救き

ゅ
う

助じ
ょ

さ
せ

る
と
い
う
方ほ

う

法ほ
う

を
取と

る
よ
う
に
な
っ
た
。
安や

す

い
老ろ

う

朽き
ゅ
う

貨か

物も
つ

船せ
ん

な

の
で
、
船ふ

ね

な
ど
放ほ

う

棄き

し
て
も
暴ぼ

う

利り

は
残の

こ

る
。

　
ひ
ど
い
業ぎ

ょ
う

者し
ゃ

に
な
る
と
、
船ふ

ね

を
故こ

意い

に
壊こ

わ

し
た
り
、
乗じ

ょ
う

客き
ゃ
く

を
海う

み

に
飛と

び
込こ

ま
せ
た
り
し
て
、
難な

ん

民み
ん

船せ
ん

が
難な

ん

民み
ん

と
と
も
に

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

港こ
う

に
戻も

ど

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
。[

１
， ｐ

６
３]

　
こ
う
し
て
航こ

う

行こ
う

不ふ

能の
う

に
な
っ
た
船ふ

ね

に
残の

こ

っ
た
難な

ん

民み
ん

、
あ
る
い

は
海う

み

に
飛と

び
込こ

ん
だ
難な

ん

民み
ん

は
、
助た

す

け
出だ

す
他ほ

か

に
手て

は
な
い
だ

ろ
う
。
２
０
１
４
年ね

ん

に
は
危き

険け
ん

な
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

ル
ー
ト
で
Ｅ
Ｕ
に

到と
う

着ち
ゃ
く

し
た
難な

ん

民み
ん

が
１
８
万ま

ん

人に
ん

に
達た

っ

し
、
犯は

ん

罪ざ
い

組そ

織し
き

に
と
っ
て
は

「
人に

ん

間げ
ん

密み
つ

輸ゆ

」
は
麻ま

薬や
く

や
人じ

ん

身し
ん

売ば
い

買ば
い

よ
り
も
ず
っ
と
儲も

う

か
る

ビ
ッ
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
成せ

い

長ち
ょ
う

し
て
い
た
。

　

辿た
ど

り
着つ

い
た
難な

ん

民み
ん

は
送お

く

り
返か

え

せ
ば
良よ

い
で
は
な
い
か
、
と
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
思お

も

う
が
、
事じ

態た
い

は
そ
れ
ほ
ど
甘あ

ま

く
な
い
。
確た

し

か

に
現げ

ん

在ざ
い

の
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
取と

り
決き

め
で
は
「
政せ

い

治じ

的て
き

に
迫は

く

害が
い

さ
れ

て
い
る
人ひ

と

た
ち
」
以い

外が
い

は
難な

ん

民み
ん

資し

格か
く

は
認に

ん

定て
い

さ
れ
ず
、
庇ひ

護ご

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ル
が
守ま

も

れ

る
か
ど
う
か
は
別べ

つ

の
問も

ん

題だ
い

だ
。

　
当と

う

時じ

の
ド
イ
ツ
で
は
、
到と

う

着ち
ゃ
く

す
る
難な

ん

民み
ん

が
あ
ま
り
に
も
多お

お

く
、
難な

ん

民み
ん

資し

格か
く

の
あ
る
人ひ

と

と
な
い
人ひ

と

を
区く

別べ
つ

で
き
な
い
ま
ま
、

自じ

己こ

申し
ん

告こ
く

の
通と

お

り
に
ど
ん
ど
ん
入に

ゅ
う

国こ
く

さ
せ
た
。
そ
の
際さ

い

、
シ

リ
ア
人じ

ん

、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人じ

ん

は
、
政せ

い

治じ

亡ぼ
う

命め
い

が
認み

と

め
ら
れ

や
す
か
っ
た
た
め
、
他ほ

か

の
国く

に

か
ら
来き

た
経け

い

済ざ
い

難な
ん

民み
ん

ま
で
が
シ
リ

ア
人じ

ん

や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人じ

ん

に
化ば

け
た
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
テ
ロ
リ
ス
ト
も
入に

ゅ
う

国こ
く

し
た
の
で
、
そ
の
あ

と
Ｅ
Ｕ
の
あ
ち
こ
ち
で
無む

差さ

別べ
つ

テ
ロ
が
起お

こ
っ
た
。
あ
る
国く

に

の

治ち

安あ
ん

を
乱み

だ

し
、
弱じ

ゃ
く

体た
い

さ
せ
た
け
れ
ば
、
早は

や

い
話は

な
し

、
難な

ん

民み
ん

を
大た

い

量り
ょ
うに
送お

く

り
込こ

め
ば
よ
い
。[

１
， ｐ
５]

　

た
と
え
母ぼ

国こ
く

に
送お

く

り
返か

え

そ
う
と
し
て
も
、
母ぼ

国こ
く

が
特と

く

定て
い

で

き
、
し
か
も
そ
の
母ぼ

国こ
く

が
入に

ゅ
う

国こ
く

を
認み

と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
１
７
年ね

ん

に
ド
イ
ツ
で
検け

ん

挙き
ょ

さ
れ
た
外が

い

国こ
く

人じ
ん

犯は
ん

罪ざ
い

者し
ゃ

の
う

ち
三さ

ん

番ば
ん

目め

に
多お

お

か
っ
た
の
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人じ

ん

だ
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
の
重じ

ゅ
う

罪ざ
い

犯は
ん

で
さ
え
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政せ

い

府ふ

が
引ひ

き
取と

り
を
拒こ

ば

む
た
め
、
母ぼ

国こ
く

送そ
う

還か
ん

が
で
き
な
い
で
い
る
、
と
い
う
。

　

欧お
う

州し
ゅ
うへ
の
移い

民み
ん

が
激げ

き

増ぞ
う

し
た
の
が
２
０
１
５
年ね

ん

だ
っ
た
。
前ぜ

ん

年ね
ん

の
約や

く

６
０
万ま

ん

人に
ん

が
、
い
き
な
り
１
３
２
万ま

ん

人に
ん

へ
と
倍ば

い

以い

上じ
ょ
う

と

な
っ
た
。
引ひ

き
金が

ね

と
な
っ
た
の
が
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

の

難な
ん

民み
ん

受う

け
入い

れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

当と
う

時じ

、
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
か
ら
の
難な

ん

民み
ん

が
ト
ル
コ
か
ら
エ
ー

ゲ
海か

い

を
渡わ

た

り
、
ギ
リ
シ
ャ
を
経け

い

由ゆ

し
て
、
陸り

く

路ろ

ハ
ン
ガ
リ
ー
に

押お

し
寄よ

せ
て
い
た
。
徒と

歩ほ

で
や
っ
て
く
る
と
言い

っ
て
も
、
ス
マ
ホ

で
犯は

ん

罪ざ
い

組そ

織し
き

に
支し

払は
ら

い
さ
え
す
れ
ば
、
食し

ょ
く

料り
ょ
う

や
水み

ず

の
補ほ

給き
ゅ
う

も

で
き
た
し
、
ス
マ
ホ
の
充じ

ゅ
う

電で
ん

を
商し

ょ
う

売ば
い

と
す
る
ス
タ
ン
ド
ま
で
登と

う

場じ
ょ
うし
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
政せ

い

府ふ

は
突と

っ

貫か
ん

工こ
う

事じ

で
高た

か

さ
４
メ
ー
ト
ル
の
鉄て

つ

条じ
ょ
う

網も
う

の
壁か

べ

を
作つ

く

っ
た
が
、
ド
イ
ツ
な
ど
Ｅ
Ｕ
諸し

ょ

国こ
く

は
人じ

ん

権け
ん

無む

視し

だ
と
非ひ

難な
ん

し
た
。
そ
の
鉄て

つ

条じ
ょ
う

網も
う

の
隙す

き

間ま

を
抜ぬ

け
て
、
難な

ん

民み
ん

は

続ぞ
く

々ぞ
く

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
入は

い

っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
時と

き

に
、
ニ
ュ
ー
ス
に
流な

が

れ
た
の
が
、
シ
リ
ア
人じ

ん

の
３

歳さ
い

児じ

の
遺い

体た
い

が
エ
ー
ゲ
海か

い

の
海か

い

岸が
ん

に
打う

ち
上あ

げ
ら
れ
た
写し

ゃ

真し
ん

だ
っ
た
。
こ
の
写し

ゃ

真し
ん

は
後あ

と

に
フ
ェ
イ
ク
だ
と
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
向む

か
っ
て
続ぞ

く

々ぞ
く

と
歩あ

ゆ

む
難な

ん

民み
ん

た
ち
の
光こ

う

景け
い

と
と
も
に
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
、
ド
イ
ツ
国こ

く

民み
ん

に
衝し

ょ
う

撃げ
き

を
与あ

た

え
た
。

　

９
月が

つ

４
日か

、
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
い
る
難な

ん

民み
ん

を
受う

け
入い

れ
る
」
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
、
そ
の
日ひ

の
う
ち
に
ブ
タ
ペ
ス
ト

か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
８
千せ

ん

人に
ん

も
の
難な

ん

民み
ん

が
列れ

っ

車し
ゃ

で
到と

う

着ち
ゃ
く

し
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市し

民み
ん

の
多お

お

く
が
中ち

ゅ
う

央お
う

駅え
き

に
出で

向む

い
て
「
ド
イ
ツ
へ
よ

う
こ
そ
」「
我わ

れ

々わ
れ

は
難な

ん

民み
ん

を
愛あ

い

す
」
な
ど
と
い
っ
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持も

っ
て
歓か

ん

迎げ
い

し
た
。

　

こ
の
映え

い

像ぞ
う

が
中ち

ゅ
う

東と
う

や
ア
フ
リ
カ
の
若わ

か

者も
の

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
向む

け
て
突つ

き
動う

ご

か
し
た
。
９
月が

つ

、
１
０
月が

つ

の
２
カ
月げ

つ

で

３
１
万ま

ん

８
千せ

ん

人に
ん

の
難な

ん

民み
ん

が
ド
イ
ツ
に
到と

う

着ち
ゃ
く

し
た
。
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

経け
い

由ゆ

で
Ｅ
Ｕ
に
入は

い

っ
た
難な

ん

民み
ん

も
１
０
月が

つ

だ
け
で
２
１
万ま

ん

８
千せ

ん

人に
ん

と
、
前ぜ

ん

年ね
ん

１
年ね

ん

分ぶ
ん

よ
り
多お

お

か
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国こ

く

連れ
ん

難な
ん

民み
ん

高こ
う

等と
う

弁べ
ん

務む

官か
ん

事じ

務む

所し
ょ

）
は
、こ
の
極き

ょ
く

端た
ん

な
難な

ん

民み
ん

増ぞ
う

加か

を
「
ド

イ
ツ
の
寛か

ん

大だ
い

な
難な

ん

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
せ
い
」
と
し
た
。

　

ド
イ
ツ
国こ

く

内な
い

で
も
、
こ
の
無む

謀ぼ
う

な
難な

ん

民み
ん

受う

け
入い

れ
に
、
年ね

ん

間か
ん

２
０
万ま

ん

人に
ん

程て
い

度ど

の
上じ

ょ
う

限げ
ん

を
作つ

く

ら
な
け
れ
ば
大た

い

変へ
ん

な
こ
と
に

な
る
、
と
い
う
意い

見け
ん

は
強つ

よ

か
っ
た
。
し
か
し
、
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

は
「
受う

け
入い

れ
人に

ん

数ず
う

の
上じ

ょ
う

限げ
ん

は
作つ

く

ら
な
い
」
と
頑が

ん

固こ

に
言い

い

張は

っ
た
。
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
政せ

い

治じ

学が
く

者し
ゃ

は
「
目も

っ

下か

の
と
こ
ろ
イ

ギ
リ
ス
国こ

く

内な
い

で
は
、
ド
イ
ツ
人じ

ん

は
理り

性せ
い

を
失う

し
なっ
た
と
い
う
印い

ん

象し
ょ
う

が
支し

配は
い

的て
き

だ
」
と
語か

た

っ
た
。

　

川か
わ

口ぐ
ち

さ
ん
の
見け

ん

解か
い

で
は
、
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

は
理り

性せ
い

を
失う

し
なっ
た

の
で
は
な
く
、
彼か

の

女じ
ょ

な
り
の
計け

い

算さ
ん

が
あ
る
ら
し
い
。
２
０
１
８

年ね
ん

に
ベ
ル
リ
ン
で
開ひ

ら

か
れ
た
第だ

い

２
回か

い

ア
フ
リ
カ
会か

い

議ぎ

で
、
ア
フ

リ
カ
諸し

ょ

国こ
く

の
発は

っ

展て
ん

の
た
め
の
１
０
億お

く

ユ
ー
ロ
の
投と

う

資し

フ
ァ
ン
ド

の
設せ

つ

立り
つ

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
「
難な

ん

民み
ん

よ
う
こ
そ
政せ

い

策さ
く

」
を

発は
っ

表ぴ
ょ
う

し
た
。

　
そ
の
う
え
、
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
に
入は

い

っ
て

い
る
ア
フ
リ
カ
難な

ん

民み
ん

の
う
ち
、
難な

ん

民み
ん

資し

格か
く

を
得え

ら
れ
な
か
っ
た

ア
フ
リ
カ
人じ

ん

に
対た

い

し
て
、
労ろ

う

働ど
う

ビ
ザ
、
お
よ
び
大た

い

量り
ょ
う

の
学が

く

生せ
い

ビ
ザ
を
発は

っ

行こ
う

し
、
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

た
ち
を
感か

ん

動ど
う

さ
せ
た
。

　

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

に
と
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
政せ

い

府ふ

が
ビ
ザ
を
出だ

し
た
見み

返か
え

り
に
、
ア
フ
リ
カ
諸し

ょ

国こ
く

と
の
商し

ょ
う

談だ
ん

が
軌き

道ど
う

に
乗の

る
の
も
喜よ

ろ
こ

ば
し
い
が
、
そ
れ
以い

上じ
ょ
う

の
得と

く

策さ
く

は
、
難な

ん

民み
ん

の
中な

か

の
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

な
人ひ

と

た
ち
が
母ぼ

国こ
く

送そ
う

還か
ん

を
免ま

ぬ
が

れ
、
合ご

う

法ほ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

、
あ
る
い
は
、
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
切き

り
替か

わ
る
こ
と
だ
。
学が

く

生せ
い

の
中な

か

の
何な

ん

割わ
り

か
は
、
い

ず
れ
質し

つ

の
良よ

い
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

や
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

に
な
る
だ
ろ
う
。[

１
， ｐ

１
０
６]

　

移い

民み
ん

も
難な

ん

民み
ん

も
流り

ゅ
う

入に
ゅ
うの
仕し

方か
た

が
違ち

が

う
だ
け
で
、
入は

い

っ
て
し

ま
え
ば
同お

な

じ
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

だ
。
ド
イ
ツ
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

と
し
て
は
無む

数す
う

の

難な
ん

民み
ん

か
ら
優す

ぐ

れ
た
頭ず

脳の
う

と
、
平へ

い

凡ぼ
ん

な
頭ず

脳の
う

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ

で
も
安あ

ん

価か

な
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

を
得え

ら
れ
れ
ば
、
自み

ず
か

ら
の
競き

ょ
う

争そ
う

力り
ょ
く

強き
ょ
う

化か

を
図は

か

れ
る
。

労ろ
う

働ど
う

力り
ょ
く

に
な
ら
な
い
難な

ん

民み
ん

を
養や

し
な

う
コ
ス
ト
や
犯は

ん

罪ざ
い

の
増ぞ

う

加か

は

国く
に

と
国こ

く

民み
ん

の
負ふ

担た
ん

な
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
に
は
直ち

ょ
く

接せ
つ

関か
ん

係け
い

な
い
。

　
こ
ん
な「
難な

ん

民み
ん

よ
う
こ
そ
政せ

い

策さ
く

」で
支し

持じ

率り
つ

が
大お

お

幅は
ば

に
下さ

が
っ

て
も
、
他ほ

か

の
Ｅ
Ｕ
諸し

ょ

国こ
く

か
ら
の
批ひ

判は
ん

が
高た

か

ま
っ
て
も
政せ

い

策さ
く

を

堅け
ん

持じ

す
る
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

の
頭あ

た
ま

の
中な

か

に
あ
る
の
は
、
別べ

つ

の
「
理り

想そ
う

」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
川か

わ

口ぐ
ち

さ
ん
は
疑う

た
が

う
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話
はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

欧お
う

州し
ゅ
う

各か
っ

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

は
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
うの

　
　
「
難な

ん

民み
ん

よ
う
こ
そ
」
政せ

い

策さ
く

に
よ
っ
て
破は

壊か
い

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（３） ２０２０年第５４７１号 	 ４月	１８日	（土曜日）

　
彼か

の

女じ
ょ

の
心こ

こ
ろ

の
奥お

く

深ふ
か

く
に
あ
る
理り

想そ
う

の
世せ

界か
い

が
、
国こ

っ

境き
ょ
う

が
消き

え
、
あ
ら
ゆ
る
民み

ん

族ぞ
く

が
混こ

ん

在ざ
い

し
、
ド
イ
ツ
と
い
う
国く

に

も
消し

ょ
う

滅め
つ

し
た
、
ひ
た
す
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世せ

界か
い

な
の
だ
と
し
た
ら
、
彼か

の

女じ
ょ

の
行こ

う

動ど
う

の
謎な

ぞ

は
す
っ
き
り
と
解と

け
る
。

　

国こ
っ

家か

と
い
う
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

を
ぶ
ち
壊こ

わ

し
、「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
」
の

世せ

界か
い

を
作つ

く

る
に
は
、
難な

ん

民み
ん

の
破は

壊か
い

力り
ょ
く

を
利り

用よ
う

す
る
の
が
最も

っ
と

も

効こ
う

果か

的て
き

だ
ろ
う
。

　

メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

の
「
難な

ん

民み
ん

よ
う
こ
そ
」
政せ

い

策さ
く

は
、
他ほ

か

の
Ｅ

Ｕ
加か

盟め
い

国こ
く

と
の
軋あ

つ

轢れ
き

を
生う

み
、
ま
た
国こ

く

内な
い

外が
い

で
保ほ

守し
ゅ

政せ
い

党と
う

の

支し

持じ

率り
つ

を
上あ

げ
て
い
る
。

　

保ほ

守し
ゅ

派は

で
、
難な

ん

民み
ん

受う

け
入い

れ
の
上じ

ょ
う

限げ
ん

設せ
っ

定て
い

を
主し

ゅ

張ち
ょ
う

し
て
い
る

「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選せ

ん

択た
く

肢し

」(

Ａ
ｆ
Ｄ)

」
へ
の
支し

持じ

率り
つ

は

着ち
ゃ
く実じ
つ

に
上じ

ょ
う

昇し
ょ
うし
、
２
０
１
７
年ね

ん

以い

来ら
い

、
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

で
は
野や

党と
う

第だ
い

一い
っ

党と
う

と
な
っ
た
。
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

は
地ち

方ほ
う

選せ
ん

連れ
ん

敗ぱ
い

の
責せ

き

任に
ん

を

と
っ
て
、
党と

う

首し
ゅ

を
辞じ

任に
ん

し
、
２
０
２
１
年ね

ん

で
の
政せ

い

界か
い

引い
ん

退た
い

を

表ひ
ょ
う明め
い

し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
氏し

率ひ
き

い
る
「
国こ

く

民み
ん

連れ
ん

合ご
う

」

は
当と

う

初し
ょ

か
ら
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

を
批ひ

判は
ん

し
、
難な

ん

民み
ん

の
受う

け
入い

れ

人に
ん

数ず
う

を
制せ

い

限げ
ん

す
べ
く
、
Ｅ
Ｕ
の
難な

ん

民み
ん

政せ
い

策さ
く

修し
ゅ
う

正せ
い

を
求も

と

め
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
国こ

く

民み
ん

も
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
で
定て

い

着ち
ゃ
く

し
て
い
る

移い

民み
ん

も
含ふ

く

め
、
ル
ベ
ン
氏し

の
政せ

い

策さ
く

を
支し

持じ

し
、
国こ

く

民み
ん

連れ
ん

合ご
う

は

第だ
い

一い
っ

党と
う

に
躍お

ど

り
出で

た
。

　
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

が
Ｅ
Ｕ
離り

脱だ
つ

を
決け

っ

心し
ん

し
た
大お

お

き
な
原げ

ん

因い
ん

の
一ひ

と

つ

が
、
や
は
り
移い

民み
ん

だ
と
言い

わ
れ
る
。
２
０
０
４
年ね

ん

の
Ｅ
Ｕ
の

東と
う

方ほ
う

拡か
く

大だ
い

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
大た

い

量り
ょ
う

の
移い

民み
ん

が
流な

が

れ

込こ

み
、
こ
の
ま
ま
Ｅ
Ｕ
に
留と

ど

ま
っ
て
い
て
は
、
移い

民み
ん

・
難な

ん

民み
ん

の

受う

け
入い

れ
を
自じ

国こ
く

で
制せ

い

御ぎ
ょ

で
き
な
く
な
る
、
そ
う
な
れ
ば
自じ

国こ
く

の
主し

ゅ

権け
ん

さ
え
失う

し
な

わ
れ
て
い
く
、
と
危き

惧ぐ

し
た
よ
う
だ
。

　

東と
う

欧お
う

諸し
ょ

国こ
く

も
ド
イ
ツ
の
姿し

勢せ
い

を
冷ひ

や
や
か
な
目め

で
見み

て
い

る
。
ソ
連れ

ん

の
抑よ

く

圧あ
つ

を
経け

い

験け
ん

し
て
い
る
の
で
、
人じ

ん

権け
ん

を
守ま

も

る
に
も
、

ま
ず
は
自じ

国こ
く

の
平へ

い

和わ

と
繁は

ん

栄え
い

が
大だ

い

前ぜ
ん

提て
い

、
と
い
う
現げ

ん

実じ
つ

が
見み

え
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
議ぎ

会か
い

の
副ふ

く

議ぎ

長ち
ょ
う

の
一ひ

と

人り

で
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
人じ

ん

は
、
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。

　
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

が
難な

ん

民み
ん

に
国こ

っ

境き
ょ
う

を
開ひ

ら

い
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の

歴れ
き

史し

の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
部ぶ

分ぶ
ん

と
関か

ん

係け
い

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

ら
ド
イ
ツ
の
勝か

っ

手て

だ
が
、
そ
れ
を
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
行お

こ
な

え
と
い
う

の
は
お
か
し
い
。
Ｅ
Ｕ
の
規き

定て
い

に
、
マ
ル
チ
文ぶ

ん

化か

に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
は
書か

い
て
い
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

は
、
祖そ

国こ
く

を
、
現げ

ん

在ざ
い

、
フ
ラ
ン
ス
の
多お

お

く
の
街ま

ち

で
見み

ら
れ
る

よ
う
な
風ふ

う

景け
い

に
す
る
つ
も
り
は
な
い
。[

１
， ｐ
７
６]

　

メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

の
難な

ん

民み
ん

政せ
い

策さ
く

こ
そ
、
Ｅ
Ｕ
の
結け

っ

束そ
く

を
内な

い

部ぶ

か
ら
揺ゆ

さ
ぶ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

上じ
ょ
う

記き

の
発は

つ

言げ
ん

で
、「
ド
イ
ツ
の
歴れ

き

史し

の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
部ぶ

分ぶ
ん

」
と
い
う
表ひ

ょ
う

現げ
ん

に
留り

ゅ
う

意い

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
川か

わ

口ぐ
ち

さ
ん
は
こ

の
点て

ん

を
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

１
．
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
船ふ

ね

が
シ
ャ
ト
ル
便び

ん

の
よ
う
に

　
　
　

救き
ゅ
う
助じ

ょ

し
た
難な

ん

民み
ん

を
運は

こ

ん
で
く
る

２
．
難な

ん

民み
ん

を
送お

く

り
込こ

む
斡あ

っ

旋せ
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

８
．
移い

民み
ん

・
難な

ん

民み
ん

の
破は

壊か
い

力り
ょ
く

　
ド
イ
ツ
人じ

ん

は
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
何な

に

か
を
要よ

う

求き
ゅ
う

し
た

り
、禁き

ん

止し

し
た
り
す
る
と
、ま
た
し
て
も
碌ろ

く

で
も
な
い
こ
と
（
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
の
二に

の
舞ま

い

）
に
つ
な
が
り
、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

か
ら

非ひ

難な
ん

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
本ほ

ん

能の
う

的て
き

と
も
言い

え
る
ほ
ど
強つ

よ

く
恐お

そ

れ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
政せ

い

治じ

家か

は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

排は
い

斥せ
き

者し
ゃ

と
言い

わ
れ
る
こ
と

だ
け
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
避さ

け
た
い
と
思お

も

っ
て
お
り
、
自お

の

ず
と
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
犯は

ん

罪ざ
い

は
問も

ん

題だ
い

視し

し
な
い
ほ
う
が
安あ

ん

全ぜ
ん

と
い
う
保ほ

身し
ん

の
バ
イ

ア
ス
が
強つ

よ

く
掛か

か
る
。
そ
こ
で
、
見み

て
見み

な
い
振ふ

り
を
す
る

こ
と
を
正せ

い

当と
う

化か

す
る
た
め
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
存そ

ん

在ざ
い

を
、「
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う生せ
い

」
と
か
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
尊そ

ん

重ち
ょ
う

」
と
か
い
う
言こ

と

葉ば

で
飾か

ざ

り
立た

て
る
こ
と
に
な
っ
た
。[

１
， ｐ
１
５
０]

　
「
難な

ん

民み
ん

よ
う
こ
そ
」
政せ

い

策さ
く

に
異い

を
唱と

な

え
る
人ひ

と

々び
と

は
ナ
チ
ス
扱あ

つ
か

い
さ
れ
か
ね
な
い
。
Ａ
ｆ
Ｄ
の
地ち

方ほ
う

議ぎ

員い
ん

が
覆ふ

く

面め
ん

を
つ
け
た
三さ

ん

人に
ん

の
男お

と
こ

に
襲し

ゅ
う

撃げ
き

さ
れ
た
際さ

い

で
も
、「
同ど

う

議ぎ

員い
ん

が
移い

民み
ん

に
対た

い

す
る

憎に
く

し
み
を
振ふ

り
ま
い
た
の
で
、
襲し

ゅ
う

撃げ
き

さ
れ
た
の
は
自じ

業ご
う

自じ

得と
く

で

あ
り
『
ナ
チ
は
出で

て
い
け
』
運う

ん

動ど
う

は
正た

だ

し
い
」
と
す
る
論ろ

ん

調ち
ょ
う

ま

で
現あ

ら
わ

れ
た
。

　

多お
お

く
の
ド
イ
ツ
の
マ
ス
コ
ミ
も
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

排は
い

斥せ
き

と
見み

な
さ
れ

な
い
よ
う
、
移い

民み
ん

に
よ
る
犯は

ん

罪ざ
い

は
な
る
べ
く
頬ほ

お

被か
ぶ

り
し
、
そ
の

一い
っ

方ぽ
う

で
Ａ
ｆ
Ｄ
を
「
極き

ょ
く

右う

」
政せ

い

党と
う

と
報ほ

う

道ど
う

す
る
こ
と
が
多お

お

い
。

２
０
１
９
年ね

ん

１
月が

つ

に
は
憲け

ん

法ぽ
う

擁よ
う

護ご

庁ち
ょ
う

が
、
Ａ
ｆ
Ｄ
を
監か

ん

視し

対た
い

象し
ょ
うと
す
る
か
ど
う
か
の
検け

ん

討と
う

調ち
ょ
う

査さ

を
開か

い

始し

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
た
。

　
「
ナ
チ
ス
」
と
い
う
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

に
囚と

ら

わ
れ
て
、
移い

民み
ん

難な
ん

民み
ん

に

関か
ん

す
る
公こ

う

正せ
い

な
報ほ

う

道ど
う

も
自じ

由ゆ
う

な
議ぎ

論ろ
ん

も
で
き
な
い
ド
イ
ツ
の

風ふ
う

潮ち
ょ
う

は
、「
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

」
と
い
う
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

か
ら
、
在ざ

い

日に
ち

の
犯は

ん

罪ざ
い

や
不ふ

法ほ
う

な
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

受じ
ゅ

給き
ゅ
う

を
報ほ

う

道ど
う

・
議ぎ

論ろ
ん

す
る
こ

と
す
ら
「
ヘ
イ
ト
」
と
見み

な
さ
れ
る
日に

本ほ
ん

の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

と
そ
っ
く
り

で
あ
る
。

　

川か
わ

口ぐ
ち

さ
ん
の
本ほ

ん

を
読よ

ん
で
い
る
と
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
移い

民み
ん

難な
ん

民み
ん

政せ
い

策さ
く

の
失し

っ

敗ぱ
い

は
我わ

が
国く

に

で
は
ほ
と
ん
ど
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
気き

が
つ
く
。
こ
う
し
た
事じ

実じ
つ

も
踏ふ

ま
え
ず
し
て
、

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
人ひ

と

手で

不ぶ

足そ
く

と
い
う
経け

い

済ざ
い

要よ
う

因い
ん

だ
け
で
、
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

が
主し

ゅ

張ち
ょ
う

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点て

ん

に
つ
い
て
は
、左さ

派は

政せ
い

党と
う

、左さ

派は

マ
ス
コ
ミ
も
同ど

う

様よ
う

で
、

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

と
い
う
現げ

ん

在ざ
い

の
体た

い

制せ
い

を
ぶ
ち
壊こ

わ

す
に
は
、
移い

民み
ん

難な
ん

民み
ん

の
破は

壊か
い

力り
ょ
く

こ
そ
、
最も

っ
と

も
効こ

う

果か

的て
き

な
の
で
あ
る
。「
革か

く

命め
い

は
銃じ

ゅ
う

口こ
う

か
ら
生う

ま
れ
る
」
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

の
暴ぼ

う

力り
ょ
く

路ろ

線せ
ん

が
失し

っ

敗ぱ
い

し
た
あ
と
、
彼か

れ

ら
が
期き

待た
い

し
て
い
る
の
は
、
移い

民み
ん

難な
ん

民み
ん

の
大た

い

量り
ょ
う流り
ゅ
う

入に
ゅ
う

に
よ
っ
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
枠わ

く

組ぐ

み
根こ

ん

底て
い

か
ら
破は

壊か
い

す
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
は
、
他た

国こ
く

を
乗の

っ
取と

る
た
め
に
大た

い

量り
ょ
う

の
移い

民み
ん

を
送お

く

り
込こ

む
「
洗せ

ん

国こ
く

」
と
い
う
伝で

ん

統と
う

的て
き

戦せ
ん

術じ
ゅ
つ

が
あ
る[

ａ]

。
そ
ん

な
戦せ

ん

術じ
ゅ
つ

を
持も

つ
人じ

ん

口こ
う

大た
い

国こ
く

が
隣と

な

り
に
存そ

ん

在ざ
い

す
る
、
と
い
う
点て

ん

で

は
、我わ

が
国く

に

は
Ｅ
Ｕ
以い

上じ
ょ
う

の
危き

機き

に
直ち

ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
の
で
あ
る
。　

幸さ
い
わい
な
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違ち

が

っ
て
、
我わ

が
国く

に

の
危き

機き

は

ま
だ
顕け

ん

在ざ
い

化か

し
て
い
な
い
、
と
い
う
点て

ん

だ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
危き

機き

を
乗の

り
越こ

え
る
に
は
、
移い

民み
ん

難な
ん

民み
ん

の
破は

壊か
い

力り
ょ
く

を

理り

解か
い

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

を
守ま

も

ろ
う
と
い
う
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
意い

思し

が
必ひ

つ

要よ
う

不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
る
。

                                        （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）
■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

９
７
４) 

移い

民み
ん

問も
ん

題だ
い

、
二ふ

た

つ
の
進し

ん

路ろ (

上じ
ょ
う)

「
洗せ

ん

国こ
く

」
へ
の
道み

ち

　
「
洗せ

ん

国こ
く

」
と
は
他た

国こ
く

に
数す

う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
流り

ゅ
う

民み
ん

を
移い

住じ
ゅ
う

さ
せ

て
、
や
が
て
そ
の
国く

に

を
乗の

っ
取と

る
と
い
う
、
シ
ナ
大た

い

陸り
く

で
多た

用よ
う

さ
れ
る
手し

ゅ

法ほ
う

で
あ
る
。

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

９
７
５) 

移い

民み
ん

問も
ん

題だ
い

、
二ふ

た

つ
の
進し

ん

路ろ (

下げ)

「
大お

お

御み

宝た
か
ら

」
へ
の
道み

ち

　

国こ
く

民み
ん

が
安あ

ん

心し
ん

し
て
結け

っ

婚こ
ん

し
、
子こ

供ど
も

を
産う

み
、
仕し

事ご
と

が
で
き

る
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

れ
ば
、
労ろ

う

働ど
う

移い

民み
ん

は
不ふ

要よ
う

と
な
る
。

ｃ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
４
３) 

労ろ
う

働ど
う

移い

民み
ん

の
悲ひ

劇げ
き

　

ぼ
く
た
ち
に
は
何な

ん

の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
に

夢ゆ
め

を
抱い

だ

い
て
い
た
こ
と
が
間ま

違ち
が

い
で
し
た
。

３
．
難な

ん

民み
ん

を
送お

く

り
返か

え

す
の
も
難む

ず
か

し
い

４
．「
ド
イ
ツ
人じ

ん

は
理り

性せ
い

を
失う

し
な

っ
た
」

６
．「
難な

ん

民み
ん

よ
う
こ
そ
」
政せ

い

策さ
く

　
　
へ
の
Ｅ
Ｕ
諸し

ょ

国こ
く

の
反は

ん

発ぱ
つ

５
．
メ
ル
ケ
ル
首し

ゅ

相し
ょ
う

の「
理り

想そ
う

」
７
．「
ナ
チ
ス
へ
の
道み

ち

」
？

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
． 

川か
わ

口ぐ
ち

マ
ー
ン
惠え

美み

『
移い

民み
ん 

難な
ん

民み
ん 

ド
イ
ツ
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
現げ

ん

実じ
つ

２
０
１
１
―

２
０
１
９ 

世せ

界か
い

一い
ち

安あ
ん

全ぜ
ん

で
親し

ん

切せ
つ

な
国く

に

日に

本ほ
ん

が
Ｅ
Ｕ
の
轍わ

だ
ち

を

踏ふ

ま
な
い
た
め
に
』、
グ
ッ
ド

ブ
ッ
ク
ス
、
Ｒ
０
１

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．

ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．

ｊ
ｐ
／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／

４
９
０
７
４
６
１
２
３
２
／

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ

０
１
－
２
２
／
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の
記き

憶お
く

」
と
し
て
。

　

こ
の
物も

の

語が
た
り

は
、
第だ

い

２

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

の
２
年ね

ん

後ご

、

１
９
４
７
年ね

ん

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
て

い
る
こ
と
に
も
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
た

い
。
戦せ

ん

争そ
う

に
よ
る
殺さ

つ

戮り
く

と
、

破は

壊か
い

か
ら
世せ

界か
い

が
立た

ち
直な

お

ろ

う
と
し
て
い
た
時と

き

で
あ
る
。

戦せ
ん

後ご

ま
も
な
く
、
世せ

界か
い

が
戦せ

ん

争そ
う

の
惨さ

ん

禍か

か
ら
解か

い

放ほ
う

さ
れ

て
、
人ひ

と

々び
と

の
気き

持も

ち
が
自じ

由ゆ
う

に
開か

い

放ほ
う

さ
れ
た
と
こ
ろ
へ
、

差さ

し
出だ

さ
れ
た
、
何な

に

事ご
と

か
を

暗あ
ん

示じ

す
る
一い

っ

書し
ょ

で
あ
る
と
考

か
ん
が

え
る
。

　

事こ
と

の
始は

じ

ま
り
は
４
月が

つ

、
公こ

う

的て
き

に
終

し
ゅ
う

息そ
く

宣せ
ん

言げ
ん

さ
れ
る
の

は
、
翌よ

く

年と
し

の
１
月が

つ

２
５
日に

ち

、

約や
く

９
カ
月げ

つ

間か
ん

の
疫え

き

病び
ょ
うと
の
闘

た
た
か

い
の
記き

録ろ
く

で
あ
る
。

　

伝で
ん

染せ
ん

病び
ょ
うと
の
闘た

た
か
い
は
、
戦せ

ん

争そ
う

の
よ
う
に
人に

ん

間げ
ん

同ど
う

士し

が
殺こ

ろ

し
合あ

う
も
の
で
は
な
い
。
疫え

き

病び
ょ
うは
個こ

人じ
ん

だ
け
で
な
く
、
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

を
襲お

そ

う
。
社し

ゃ

会か
い

的て
き

機き

能の
う

は
停て

い

止し

、
最さ

い

悪あ
く

の
場ば

合あ
い

、

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

、人ひ
と

々び
と

は
孤こ

立り
つ

し
、

限げ
ん

界か
い

の
中な

か

で
死し

ぬ
。

　

病
び
ょ
う

魔ま

は
人ひ

と

を
選え

ら

ば
す
、
高こ

う

貴き

な
人ひ

と

、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

者し
ゃ

、
一い

っ

般ぱ
ん

庶し
ょ

民み
ん

、
そ
し
て
、
医い

師し

も
疫え

き

病び
ょ
う

地じ

獄ご
く

の
闇や

み

に
陥お

ち
い
る
こ
と

に
な
る
。
全ま

っ
た
く
得え

体た
い

の
知し

れ

な
い
、
目め

に
見み

え
な
い
、
し

か
も
高た

か

い
致ち

死し

率り
つ

の
病

び
ょ
う

魔ま

と

の
終お

わ
り
の
読よ

め
な
い
闘た

た
か
い

で
あ
る

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
終

し
ゅ
う

結け
つ

宣せ
ん

言げ
ん

が
発は

っ

せ
ら
れ
た
時と

き

の

人ひ
と

々び
と

は
ど
の
よ
う
に
生せ

い

活か
つ

を

再さ
い

構こ
う

築ち
く

す
る
か
。
愛あ

い

す
る
者も

の

を
亡な

く
し
た
こ
と
虚む

な

し
さ
、

幽ゆ
う

閉へ
い

状じ
ょ
う

態た
い

に
置お

か
れ
た
時じ

間か
ん

を
取と

り
戻も

ど

せ
る
の
か
。

　

私わ
た
し
た
ち
が
こ
れ
か
ら
迎む

か

え

る
疫え

き

病び
ょ
うの
終

し
ゅ
う

息そ
く

後ご

の
生い

き
方か

た

に
つ
い
て
も
、
暗あ

ん

示じ

し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
何な

に

が

書か

か
れ
て
い
る
か
。
ど
こ
が

今い
ま

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
酷こ

く

似じ

し
て
い

る
の
か
を
「
傾け

い

聴ち
ょ
う」
す
る
。

「
傾け

い

聴ち
ょ
う」
と
は
、
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

で
耳み

み

を
傾か

た
む
け
、
誠せ

い

実じ
つ

に
、
熱ね

っ

心し
ん

に
聴き

く
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

疫え
き

病び
ょ
う

は
突と

つ

然ぜ
ん

現あ
ら
わ

れ
、

音お
と

も
な
く
消き

え
去さ

る

　

物も
の

語が
た
りは
、
フ
ラ
ン
ス
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
あ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

の
実じ

つ

在ざ
い

す
る
オ
ラ
ン
市し

。
そ

こ
は
小ち

い

さ
な
港

み
な
と

町ま
ち

で
、
人ひ

と

々び
と

は
金か

ね

儲も
う

け
に
専せ

ん

心し
ん

し
、
土ど

・

日に
ち

の
休

き
ゅ
う

日じ
つ

に
は
大お

お

い
に
遊あ

そ

ぶ
。
戦せ

ん

後ご

の
近き

ん

代だ
い

世せ

界か
い

の
ど

こ
に
で
も
あ
る
町ま

ち

の
風ふ

う

景け
い

で

あ
る
。
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

上じ
ょ
うで
の

不ふ

満ま
ん

、
不ふ

便べ
ん

、
嫌け

ん

悪お

は
た
く

さ
ん
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
で
暮く

ら
す

う
ち
に
、
人ひ

と

々び
と

は
そ
れ
ら
の

こ
と
に
「
慣な

れ
」
て
自じ

由ゆ
う

に

生せ
い

活か
つ

を
営い

と
な
ん
で
い
る
。

　

１
９
４
０
年ね

ん

代だ
い

の
あ
る
４

月が
つ

１
６
日に

ち

の
朝あ

さ

、
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

の

医い

師し

、
ベ
ル
ナ
ー
ル・リ
ウ
ー

が
診し

ん

察さ
つ

室し
つ

の
前ま

え

の
廊ろ

う

下か

に
転こ

ろ

が
っ
た
一い

っ

匹ぴ
き

の
鼠ね

ず
み
の
死し

体た
い

を

見み

つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始は

じ

ま

る
。

　

同お
な

じ
日ひ

の
夕ゆ

う

方が
た

、
自じ

宅た
く

の

玄げ
ん

関か
ん

前ま
え

で
血ち

を
吐は

い
て
死し

ぬ

鼠ね
ず
みを
目も

く

撃げ
き

す
る
。

　

そ
し
て
翌よ

く

日じ
つ

か
ら
市し

民み
ん

は
、
あ
ち
こ
ち
で
無む

数す
う

の
鼠

ね
ず
み

の
死し

骸が
い

を
見み

る
。
す
ぐ
に
町ま

ち

は
疫え

き

病び
ょ
うに
よ
っ
て
地じ

獄ご
く

化か

し

て
い
く
。

　

数す
う

日じ
つ

後ご

に
は
８
千せ

ん

匹び
き

も
の

鼠ね
ず
みが
死し

に
、
市し

民み
ん

に
多た

数す
う

の
死し

者し
ゃ

が
出で

は
じ
め
る
。
医い

師し

の
リ
ウ
ー
は
死し

因い
ん

が
ペ
ス
ト

で
あ
る
こ
と
に
気き

付づ

く
。
新し

ん

聞ぶ
ん

や
ラ
ジ
オ
が
そ
れ
を
報ほ

う

じ
、
町ま

ち

は
パ
ニ
ッ
ク
に
な

る
。
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
毎ま

い

日に
ち

、
死し

者し
ゃ

の

数か
ず

は
増ふ

え
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
最さ

い

初し
ょ

は
楽ら

っ

観か
ん

的て
き

だ
っ
た
市し

当と
う

局き
ょ
くも

対た
い

応お
う

に
追お

わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　

や
が
て
町ま

ち

は
外が

い

部ぶ

と
完か

ん

全ぜ
ん

に
遮し

ゃ

断だ
ん

さ
れ
る
。
脱だ

っ

出し
ゅ
つ

不ふ

可か

能の
う

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
、
市し

民み
ん

の
肉に

く

体た
い

的て
き

に
も
精せ

い

神し
ん

状じ
ょ
う

態た
い

も
疲ひ

労ろ
う

困こ
ん

憊ぱ
い

し
て
ゆ
く
。

隔か
く

離り

対た
い

策さ
く

の
実じ

っ

施し

　

町ま
ち

で
は
患か

ん

者じ
ゃ

の
隔か

く

離り

対た
い

策さ
く

が
進す

す

み
、
外が

い

部ぶ

と
の
接せ

っ

触し
ょ
くが

禁き
ん

じ
ら
れ
、
町ま

ち

の
門も

ん

の
封ふ

う

鎖さ

が
始は

じ

ま
る
。

役や
く

人に
ん

の
対た

い

応お
う

　

政せ
い

府ふ

（
小

し
ょ
う

説せ
つ

で
は
県け

ん

庁ち
ょ
う）

官か
ん

僚り
ょ
うや
役や

く

人に
ん

た
ち
は
当と

う

初し
ょ

、

ペ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
認み

と

め

な
い
。
も
し
ペ
ス
ト
で
な

か
っ
た
ら
そ
の
責せ

き

任に
ん

を
負お

わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
責せ

き

任に
ん

逃の
が

れ

に
依よ

る
初し

ょ

期き

対た
い

応お
う

の
鈍に

ぶ

さ
が

事じ

態た
い

を
ま
す
ま
す
悪あ

っ

化か

さ
せ

る
。

混こ
ん

乱ら
ん

す
る
市し

民み
ん

　

巷ち
ま
た

を
駆か

け
巡め

ぐ

る
様さ

ま

々ざ
ま

な

風ふ
う

評ひ
ょ
うに
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る
市し

民み
ん

。

「
俺お

れ

は
陽よ

う

性せ
い

だ
」
と
叫さ

け

ん
で

街ま
ち

の
女お

ん
な
に
抱だ

き
つ
く
男お

と
こ
。

　

博は
く

学が
く

で
戦せ

ん

闘と
う

的て
き

な
イ
エ
ズ

ス
会か

い

の
神し

ん

父ぷ

は
、「
こ
れ
は

人に
ん

間げ
ん

の
罪つ

み

深ぶ
か

さ
に
対た

い

す
る
神か

み

か
ら
の
罰ば

ち

で
あ
る
。
悔く

い
改

あ
ら
た

め
よ
」と
厳き

び

し
く
説せ

っ

教き
ょ
うす
る
。

一ひ
と

人り

の
少

し
ょ
う

年ね
ん

が
苦く

る

し
み
な
が

ら
死し

ん
だ
。
そ
れ
も
罪つ

み

の
せ

い
だ
と
言い

う
神し

ん

父ぷ

に
対た

い

し
、

罪つ
み

な
き
者も

の

は
こ
の
世よ

に
は
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
医い

師し

リ
ウ
ー
は
強つ

よ

く
抗こ

う

議ぎ

す

る
。
す
ぐ
に
神し

ん

父ぷ

も
ま
た
感か

ん

染せ
ん

し
て
亡な

く
な
る
。

医い

師し

の
信し

ん

念ね
ん

を
貫つ

ら
ぬ

く
、

主し
ゅ

人じ
ん

公こ
う

リ
ウ
ー

　

リ
ウ
ー
に
は
結け

っ

核か
く

療り
ょ
う

養よ
う

中ち
ゅ
うの
妻つ

ま

が
い
た
。

　

そ
の
妻つ

ま

を
、
遠と

お

く
離は

な

れ

た
療

り
ょ
う

養よ
う

所じ
ょ

に
移う

つ

し
、
町ま

ち

に

残の
こ

っ
て
疫え

き

病び
ょ
う

治ち

療り
ょ
うの
緊き

ん

急
き
ゅ
う

対た
い

応お
う

に
没ぼ

っ

頭と
う

す
る
。
結け

っ

局き
ょ
く、

妻つ
ま

と
は
会あ

え
ず
、
疫え

き

病び
ょ
う

終
し
ゅ
う

息そ
く

後ご

に
死し

亡ぼ
う

の
報し

ら

せ
を
受う

け

る
。

　

た
ま
た
ま
こ
の
町ま

ち

に
取し

ゅ

材ざ
い

旅り
ょ

行こ
う

に
来き

て
い
た
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

者し
ゃ

は
帰き

国こ
く

す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
手て

紙が
み

も
出だ

せ
な
い
。
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

の
医い

師し

リ
ウ
ー
に
、
出

し
ゅ
っ

国こ
く

の
た
め
に
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

で
は
な

い
と
い
う
証

し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
書か

い
て

ほ
し
い
と
懇こ

ん

願が
ん

す
る
。

　

し
か
し
、
リ
ウ
ー
は
、

「
医い

者し
ゃ

は
誠せ

い

実じ
つ

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
信し

ん

念ね
ん

か

ら
、
断だ

ん

固こ

と
し
て
彼か

れ

の
申も

う

し

出で

を
拒き

ょ

否ひ

す
る
。

　
「
緊き

ん

急き
ゅ
う

時じ

だ
か
ら
信し

ん

念ね
ん

な

ど
と
い
う
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
観か

ん

念ね
ん

は
棄す

て
て
対た

い

応お
う

し
ろ
」
と
い

う
要よ

う

求き
ゅ
うに
も
、「
あ
な
た
が

僕ぼ
く

の
診し

ん

療り
ょ
う

室し
つ

を
出で

た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

か
ら
県け

ん

庁ち
ょ
うに
入は

い

る
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

ま
で

疫え
き

病び
ょ
う

文ぶ
ん

学が
く

の
予よ

言げ
ん

を
傾け

い

聴ち
ょ
う

す
る

再さ
い

注ち
ゅ
う

目も
く

浴あ

び
る
カ
ミ
ュ
『
ペ
ス
ト
』

特
と く

別
べ つ

寄
き

稿
こ う

『
ペ
ス
ト
』

(

カ
ミ
ュ
著ち

ょ

、
宮み

や

崎ざ
き

嶺み
ね

雄お

翻ほ
ん

訳や
く

、
新し

ん

潮ち
ょ
う

文ぶ
ん

庫こ

、
１
９
６
９
年ね

ん)

ペストによって死
し

屍
し

累
るい

々
るい

となった街
まち

を描
か

いたヨーロッパの絵
かい

画
が

（１７２０年
ねん

、Michel Serre / Public domain）

医い

師し

シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ム
（
ド
イ
ツ
語ご

で
「
ロ
ー
マ
の
嘴

く
ち
ば
し

の
医い

者し
ゃ

」）
を
描え

が

い
た
パ
ウ
ル
・
フ
ュ
ル
ス
ト
の
版は

ん

画が

（
１
６
５
６
年ね

ん

）

（I. Columbina, ad vivum delineavit. Paulus Fürst Excud

〈i

〉t. / Public domain

）

１
６
３
０
年ね

ん

当と
う

時じ

の
、
ペ
ス
ト
治ち

療り
ょ
う用よ
う

の
防ぼ

う

護ご

服ふ
く

（Unknow
n author / Public dom

ain

）

聖せ
い

市し

ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
在ざ

い

住じ
ゅ
う

　
毛も

う

利り

律り
つ

子こ

の
間あ

い
だ
に
、
病

び
ょ
う

毒ど
く

に
感か

ん

染せ
ん

す
る

こ
と
が
な
い
と
は
保ほ

証し
ょ
うで
き

な
い
。
こ
の
町ま

ち

の
何な

ん

千ぜ
ん

人に
ん

と

い
う
同お

な

じ
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの
人ひ

と

た
ち
を

出だ

し
て
や
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」
と
い
う
理り

由ゆ
う

で
あ
る
。

　

次つ
ぎ

々つ
ぎ

と
運は

こ

ば
れ
る
病

び
ょ
う

人に
ん

に

対た
い

応お
う

し
き
れ
な
く
な
っ
た
病

び
ょ
う

院い
ん

で
は
医い

療り
ょ
う

崩ほ
う

壊か
い

が
始は

じ

ま

る
。

一い
っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

に
よ
る
救

き
ゅ
う

援え
ん

活か
つ

動ど
う

　

ジ
ャ
ン
・
タ
ル
ー
と
い
う

青せ
い

年ね
ん

の
父ち

ち

親お
や

は
検け

ん

事じ

で
あ

る
。
あ
る
日ひ

、
法ほ

う

廷て
い

で
父ち

ち

親お
や

が
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

に
死し

刑け
い

を
求

き
ゅ
う

刑け
い

す

る
の
を
見み

る
。
彼か

れ

は
人ひ

と

が
人ひ

と

を
裁さ

ば

く
こ
と
、
し
か
し
、
裁さ

ば

か
ね
ば
な
ら
な
い
矛む

盾じ
ゅ
んを
受う

け
入い

れ
ら
ず
、
父ち

ち

と
の
理り

念ね
ん

の
違ち

が

い
か
ら
家い

え

出で

を
し
て
世せ

界か
い

を
放ほ

う

浪ろ
う

す
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
町ま

ち

で
生い

き

る
こ
と
に
し
た
タ
ル
ー
は
、

リ
ウ
ー
と
知し

り
合あ

い
、
作さ

っ

家か

志し

望ぼ
う

の
下か

級き
ゅ
う

役や
く

人に
ん

と
と
も

に
、必ひ

っ

死し

に
治ち

療り
ょ
うを
手て

伝つ
だ

う
。

救き
ゅ
う

済さ
い

活か
つ

動ど
う

の
た
め
の
団だ

ん

体た
い

を
組そ

織し
き

す
る
が
、
病

び
ょ
う

気き

で
死し

ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

災さ
い

厄や
く

の
終し

ゅ
う

息そ
く

　

災さ
い

厄や
く

は
突と

つ

然ぜ
ん

、
潮し

お

が
退し

り
ぞ
い

た
よ
う
に
終

し
ゅ
う

息そ
く

す
る
。
そ
れ

は
発は

っ

生せ
い

か
ら
９
か
月げ

つ

後ご

の
１

月が
つ

２
５
日に

ち

の
こ
と
で
あ
る
。

　

人ひ
と

々び
と

は
静し

ず

か
に
元も

と

の
生せ

い

活か
つ

に
戻も

ど

っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、

リ
ウ
ー
の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

に
い
た
人ひ

と

々び
と

は
悲ひ

喜き

こ
も
ご
も
の
結け

つ

末ま
つ

を

迎む
か

え
る
。
医い

療り
ょ
う

現げ
ん

場ば

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

で
戦

た
た
か

っ
て
い
た
リ
ウ
ー

も
、
結け

っ

核か
く

療り
ょ
う

養よ
う

中ち
ゅ
うの
妻つ

ま

が

死し

ん
だ
こ
と
を
知し

ら
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

災さ
い

禍か

に
「
慣な

れ
る
」
こ
と
と

「
忘わ

す

れ
る
こ
と
」

　

小
し
ょ
う

説せ
つ

の
最さ

い

後ご

は
、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

上じ
ょ
うの
告こ

く

示じ

で
あ
る
ペ
ス
ト
終

し
ゅ
う

結け
つ

宣せ
ん

言げ
ん

を
聞き

い
た
直

ち
ょ
く

後ご

か
ら

の
市し

民み
ん

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うが
語か

た

ら
れ

る
。

　

暗く
ら

い
港み

な
と
か
ら
、
祝

し
ゅ
く

賀が

の
花は

な

火び

が
上あ

が
っ
た
。
街ま

ち

中じ
ゅ
うが
歓か

ん

喜き

に
包つ

つ

ま
れ
る
か
と
い
う

と
、
そ
う
単た

ん

純じ
ゅ
んな
も
の
と
し

て
も
描え

が

か
れ
な
い
。

　

前ま
え

触ぶ

れ
も
な
く
表あ

ら
わ
れ
て
人に

ん

間げ
ん

社し
ゃ

会か
い

を
打う

ち
の
め
し
、
音お

と

も
な
く
消き

え
て
い
く
疫え

き

病び
ょ
う。

本ほ
ん

当と
う

に
病

び
ょ
う

魔ま

は
消

し
ょ
う

滅め
つ

し
た
の

か
。
終

し
ゅ
う

結け
つ

を
祝い

わ

う
一い

っ

方ぽ
う

で
、

疑う
た
がい
と
不ふ

安あ
ん

の
気き

持も

ち
が
強つ

よ

く
残の

こ

っ
て
い
る
。

　

市し

民み
ん

の
一ひ

と

人り

が
吐は

き
出だ

す

よ
う
に
言い

う
。

　
「
ま
っ
た
く
、
こ
い
つ
が

地じ

震し
ん

だ
っ
た
ら
ね
！　

が
っ

と
揺ゆ

れ
来く

り
ゃ
、
も
う
話は

な
し
は

済す

ん
じ
ま
う
…
…
。
死し

ん
だ

者も
の

と
生い

き
残の

こ

っ
た
者も

の

を
勘か

ん

定じ
ょ
うし
て
、
そ
れ
で
勝

し
ょ
う

負ぶ

は
つ

い
ち
ま
う
ん
で
さ
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
病

び
ょ
う

気き

の
畜ち

く

生し
ょ
うの
や

り
口く

ち

と
き
た
ら
、
そ
い
つ
に

か
か
わ
っ
て
い
な
い
者も

の

で

も
、
胸む

ね

の
な
か
に
そ
い
つ
を

か
か
え
て
い
る
」

　

人ひ
と

々び
と

は
幾い

く

月つ
き

も
の
間あ

い
だ
、
し

ん
ぼ
う
強づ

よ

く
終

し
ゅ
う

結け
つ

を
待ま

っ

た
。
や
が
て
「
希き

望ぼ
う

の
風か

ぜ

」

が
吹ふ

き
、
光ひ

か
り
が
見み

え
始は

じ

め
た

と
し
て
も
、
病

び
ょ
う

魔ま

再さ
い

発は
つ

の
兆

ち
ょ
う

候こ
う

が
現あ

ら
わ

れ
た
ら
「
現げ

ん

状じ
ょ
う

維い

持じ

は
続ぞ

っ

行こ
う

さ
れ
、
各か

く

種し
ゅ

の
措そ

置ち

は
強

き
ょ
う

化か

さ
れ
る
」
と
い
う

こ
と
を
皆み

な

、
心こ

こ
ろ
の
奥お

く

で
危き

惧ぐ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

多た

少し
ょ
うの
生せ

い

活か
つ

上じ
ょ
うの
不ふ

足そ
く

に

も
人に

ん

間げ
ん

は
す
ぐ
に
「
慣な

れ

る
」。
死し

ぬ
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
慣な

れ
る
と
、

ど
ん
な
危き

険け
ん

も
恐

き
ょ
う

怖ふ

に
も
鈍ど

ん

感か
ん

に
な
る
。

　

こ
の
「
慣な

れ
る
」
こ
と
と
、

最さ
い

悪あ
く

時じ

の「
記き

憶お
く

を
忘わ

す

れ
る
」

こ
と
。
そ
れ
が
悲ひ

惨さ
ん

で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
過か

去こ

の
災さ

い

禍か

を
「
忘わ

す

れ
る
」。

　

カ
ミ
ュ
は
、
そ
の
こ
と
を

責せ

め
も
せ
ず
、
説せ

っ

教き
ょ
うも
し
な

い
。

　

市し

民み
ん

が
以い

前ぜ
ん

と
少す

こ

し
も
変か

わ
ら
ず
同お

な

じ
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
が
彼か

れ

ら
の
強つ

よ

さ
、
彼か

れ

ら

の
罪つ

み

の
無な

さ
で
あ
り
、
そ

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
苦く

悩の
う

、
苦く

難な
ん

、
大お

お

き
す
ぎ
る
犠ぎ

牲せ
い

、
喪そ

う

失し
つ

…
を
超こ

え
て
、
皮ひ

肉に
く

に
も

そ
の
事じ

態た
い

に
「
慣な

れ
る
」
こ

と
も
、
そ
の
時と

き

の
「
記き

憶お
く

を

忘わ
す

れ
る
」
こ
と
も
、
困こ

ん

難な
ん

を

克こ
く

服ふ
く

し
て
生い

き
続つ

づ

け
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
人に

ん

間げ
ん

に
と
っ

て
の
「
生い

き
る
力ち

か
ら
」
と
も
な

る
。

　

し
か
し
、
カ
ミ
ュ
は
こ
の

よ
う
な
人に

ん

間げ
ん

愛あ
い

に
満み

ち
た

想お
も

い
を
込こ

め
て
、
こ
の
一い

っ

書し
ょ

を
終お

わ
ら
せ
る
わ
け
で
は
な

い
。
最さ

い

後ご

に
、
人じ

ん

類る
い

が
未み

来ら
い

永え
い

劫ご
う

に
繰く

り
返か

え

す
で
あ
ろ

う
、
疫え

き

病び
ょ
うと
の
闘た

た
か
い
を
予よ

言げ
ん

し
て
、
預よ

言げ
ん

と
し
て
、
次つ

ぎ

の

文ぶ
ん

章し
ょ
うを
遺の

こ

し
て
い
る
。（
冒ぼ

う

頭と
う

に
掲け

い

載さ
い

し
て
あ
る
箇か

所し
ょ

を
、
再さ

い

度ど

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
）

　
「
ペ
ス
ト
菌き

ん

は
決け

っ

し
て
死し

ぬ
こ
と
も
消

し
ょ
う

滅め
つ

す
る
こ
と
も

な
い
も
の
で
あ
り
、
数す

う

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

の
間あ

い
だ
、
家か

具ぐ

や
下し

た

着ぎ

類る
い

の

な
か
に
眠ね

む

り
つ
つ
生せ

い

存ぞ
ん

す
る

こ
と
が
で
き
、
部へ

屋や

や
穴あ

な

倉ぐ
ら

や
ト
ラ
ン
ク
や
ハ
ン
カ
チ
や

反ほ

故ご

の
な
か
に
、
し
ん
ぼ
う

強づ
よ

く
待ま

ち
続つ

づ

け
て
い
て
、
そ

し
て
お
そ
ら
く
は
い
つ
か
、

人に
ん

間げ
ん

に
不ふ

幸こ
う

と
教

き
ょ
う

訓く
ん

を
も
た

ら
す
た
め
に
、
ペ
ス
ト
が
再

ふ
た
た

び
そ
の
鼠ね

ず
み
ど
も
を
呼よ

び
覚さ

ま

し
、
ど
こ
か
の
幸こ

う

福ふ
く

な
都と

市し

に
彼か

れ

ら
を
死し

な
せ
に
差さ

し
向む

け
る
日ひ

が
来く

る
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
を
」

ぺ
ス
ト
と
い
う
病や

ま
い

　

１
４
世せ

い

紀き

に
起お

こ

っ
た
ペ
ス

ト
は
黒こ

く

死し

病び
ょ
うと
も
呼よ

ば
れ
る

が
、
流

り
ゅ
う

行こ
う

し
た
地ち

域い
き

は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
中

ち
ゅ
う

東と
う

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

な

ど
の
当と

う

時じ

の
文ぶ

ん

明め
い

諸し
ょ

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

に
及お

よ

び
、
死し

者し
ゃ

数す
う

は
世せ

界か
い

人じ
ん

口こ
う

の
３
分ぶ

ん

の
１
に
当あ

た
る

７
千せ

ん

万ま
ん

に
達た

っ

し
た
と
推す

い

測そ
く

さ

れ
、
ま
さ
に
人じ

ん

類る
い

絶ぜ
つ

滅め
つ

の

危き

機き

に
瀕ひ

ん

し
た
事じ

態た
い

で
あ
っ

た
。
流

り
ゅ
う

行こ
う

の
発ほ

っ

端た
ん

は
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア

ジ
ア
の
草そ

う

原げ
ん

地ち

帯た
い

と
い
う
の

が
有ゆ

う

力り
ょ
くな
説せ

つ

で
あ
る
。

　

ペ
ス
ト
は
も
と
も
と
鼠ね

ず
み
の

病び
ょ
う

気き

で
、
そ
の
在ざ

い

域い
き

地ち

域い
き

の
一ひ

と

つ
が
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
の
草そ

う

原げ
ん

地ち

帯た
い

で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ

ル
帝て

い

国こ
く

に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
繋つ

な

が
る
道み

ち

が
開ひ

ら

け
、

１
３
３
０
年ね

ん

ご
ろ
か
ら
モ
ン

ゴ
ル
帝て

い

国こ
く

内な
い

で
蔓ま

ん

延え
ん

し
た
ペ

ス
ト
は
、
１
３
４
７
年ね

ん

に
黒こ

っ

海か
い

沿え
ん

岸が
ん

の
町ま

ち

に
到と

う

達た
つ

。
ジ
ェ

ノ
バ
の
商

し
ょ
う

人に
ん

の
船せ

ん

内な
い

で
、
ネ

ズ
ミ
を
吸

き
ゅ
う

血け
つ

し
た
ノ
ミ
に

よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持も

ち

込こ

ま
れ
た
。

　

こ
の
ノ
ミ
が
人に

ん

間げ
ん

を
刺さ

し

て
広ひ

ろ

が
る
と
い
う
感か

ん

染せ
ん

ル
ー

ト
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
上

じ
ょ
う

陸り
く

後ご

は
患か

ん

者じ
ゃ

か
ら
空く

う

気き

を
介か

い

し

て
直

ち
ょ
く

接せ
つ

感か
ん

染せ
ん

す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

ペ
ス
ト
菌き

ん

は
リ
ン
パ
節せ

つ

で

増ぞ
う

殖し
ょ
くし
、
肺は

い

に
侵し

ん

入に
ゅ
う、
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
うの
肺は

い

炎え
ん

を
引ひ

き
起お

こ
す
。

こ
の
状

じ
ょ
う

態た
い

の
患か

ん

者じ
ゃ

は
咳せ

き

や
ク

シ
ャ
ミ
の
際さ

い

に
、
空く

う

気き

中ち
ゅ
うに

大た
い

量り
ょ
うの
ペ
ス
ト
菌き

ん

を
輩は

い

出
し
ゅ
つ

す
る
。
肺は

い

ペ
ス
ト
の
患か

ん

者じ
ゃ

は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
混こ

ん

乱ら
ん

す
る

世せ

相そ
う

を
予よ

言げ
ん

し
た
『
ペ
ス
ト
』

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

で
あ

り
、
ノ
ー
ベ
ル
文ぶ

ん

学が
く

賞し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

の
文ぶ

ん

学が
く

者し
ゃ

・
ア
ル
ベ
ー

ル
・
カ
ミ
ュ
が
１
９
４
７
年ね

ん

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
小

し
ょ
う

説せ
つ『
ペ
ス
ト
』

で
は
、
厄や

く

災さ
い

は
必か

な
ら
ず
復ふ

っ

活か
つ

す

る
と
い
う
予よ

言げ
ん

を
遺の

こ

し
て
終お

わ
る
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
続つ

づ

き
、
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

要よ
う

請せ
い

が
発は

つ

令れ
い

さ
れ
て
い

る
最さ

い

中ち
ゅ
う、
自じ

宅た
く

待た
い

機き

中ち
ゅ
うの

人ひ
と

々び
と

が
『
ペ
ス
ト
』
を
読よ

ん

で
い
る
と
い
う
。
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

の
書し

ょ

店て
ん

で
は
、
こ
の
本ほ

ん

が
在ざ

い

庫こ

切ぎ

れ
に
な
る
ほ
ど
売う

れ
、

文ぶ
ん

庫こ

を
発は

っ

行こ
う

す
る
新し

ん

潮ち
ょ
う

社し
ゃ

は
１
５
万ま

ん

部ぶ

以い

上じ
ょ
うの
増ぞ

う

刷さ
つ

を

実じ
っ

施し

。
累る

い

計け
い

販は
ん

売ば
い

１
０
０
万ま

ん

部ぶ

を
達た

っ

成せ
い

し
た
と
い
う
。

　

こ
の
現げ

ん

象し
ょ
うは
世せ

界か
い

的て
き

に
も

広ひ
ろ

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
私わ

た
し
も
以い

前ぜ
ん

に
読よ

ん
だ
こ
の
本ほ

ん

を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
文ぶ

ん

明め
い

の
恩お

ん

恵け
い

に
あ
ず

か
り
注

ち
ゅ
う

文も
ん

し
て
、
即そ

く

座ざ

に
ア

イ
ブ
ッ
ク
で
再さ

い

読ど
く

し
た
。

何な

故ぜ

今い
ま

こ
の『
ペ
ス
ト
』

が
読よ

ま
れ
る
か

　

否い
な

、
未み

来ら
い

に
、
今い

ま

起お

き
て

い
る
よ
う
な
疫え

き

病び
ょ
うと
の
闘た

た
か
い

が
起お

き
た
時と

き

に
は
、
必か

な
ら
ず
、

繰く

り
返か

え

し
読よ

ま
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　

そ
れ
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
、

こ
の
よ
う
な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
経け

い

験け
ん

し

た
こ
と
が
な
い
者も

の

は
、
今い

ま

何な
に

が
起お

き
て
い
る
か
。
感か

ん

染せ
ん

病び
ょ
うと
は
何な

に

か
。

　

も
し
自じ

分ぶ
ん

が
、
家か

族ぞ
く

、
友ゆ

う

人じ
ん

が
罹か

か

っ
た
ら
、
そ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
ど
う
向む

か
え
ば
よ
い
か

…
現げ

ん

状じ
ょ
うを
冷れ

い

静せ
い

に
、
客

き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

に
知し

り
た
い
と
お
も
う
か
ら

で
あ
る
。

　

カ
ミ
ュ
は
こ
の
長

ち
ょ
う

編へ
ん

小
し
ょ
う

説せ
つ

を
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
よ
う
に
、
粛

し
ゅ
く

々し
ゅ
くと
書か

い
て

遺の
こ

し
た
。
こ
れ
こ
そ
「
未み

来ら
い

ほ
ぼ
１
０
０
％
死し

亡ぼ
う

す
る
た

め
、
空く

う

気き

感か
ん

染せ
ん

の
拡か

く

大だ
い

と
と

も
に
、
膨ぼ

う

大だ
い

な
死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

が
生

し
ょ
う

じ
る
。

　

カ
ミ
ュ
は
、
ペ
ス
ト
に
捕つ

か

ま
っ
た
人ひ

と

の
初し

ょ

期き

症し
ょ
う

状じ
ょ
うか

ら
、
死し

に
絶た

え
る
ま
で
の
患か

ん

者じ
ゃ

の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うに
つ
い
て
克こ

く

明め
い

に

描び
ょ
う

写し
ゃ

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

現げ
ん

在ざ
い

報ほ
う

道ど
う

さ
れ
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
酷こ

く

似じ

し
て
い
て
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル

ス
と
肺は

い

ペ
ス
ト
は
同お

な

じ
も
の

な
の
か
と
疑う

た
が

う
ほ
ど
で
あ

　「ペスト菌
きん

は決
けっ

して死
し

ぬことも消
しょう

滅
めつ

することもないも

のであり、数
すう

十
じゅう

年
ねん

の間
あいだ

、家
か

具
ぐ

や下
した

着
ぎ

類
るい

のなかに眠
ねむ

り

つつ生
せい

存
ぞん

することができ、部
へ

屋
や

や穴
あな

倉
ぐら

やトランクやハ

ンカチや反
ほ

故
ご

のなかに、しんぼう強
づよ

く待
ま

ち続
つづ

けていて、

そしておそらくはいつか、人
にん

間
げん

に不
ふ

幸
こう

と教
きょう

訓
くん

をもたら

すために、ペストが再
ふたた

びその鼠
ねずみ

どもを呼
よ

び覚
さ

まし、ど

こかの幸
こう

福
ふく

な都
と

市
し

に彼
かれ

らを死
し

なせに差
さ

し向
む

ける日
ひ

が

来
く

るであろうということを」

（カミュ『ペスト』宮
みや

崎
ざき

峰
みね

雄
お

訳
やく

新
しん

潮
ちょう

社
しゃ

）

る
。ペ

ス
ト
医い

師し

の
風ふ

う

体て
い

　

中
ち
ゅ
う

世せ
い

で
、
医い

師し

の
診し

ん

察さ
つ

を

受う

け
ら
れ
る
の
は
ご
く
一い

ち

部ぶ

の
人ひ

と

で
あ
り
、
医い

師し

も
こ

の
病や

ま
い
で
多お

お

く
が
命い

の
ち
を
落お

と
し

た
。
患か

ん

者じ
ゃ

数す
う

に
対た

い

し
て
医い

師し

の
絶ぜ

っ

対た
い

数す
う

が
不ふ

足そ
く

し
て
い

た
。
生い

き
残の

こ

っ
た
医い

師し

に
し

て
も
、
感か

ん

染せ
ん

を
恐お

そ

れ
て
診し

ん

察さ
つ

を
拒き

ょ

否ひ

し
た
。
た
と
え
診し

ん

察さ
つ

を
受う

け
た
と
し
て
も
、
膨ぼ

う

張ち
ょ
うし
た
リ
ン
パ
節せ

つ

の
切せ

っ

開か
い

や

瀉し
ゃ

血け
つ

（
血ち

を
抜ぬ

く
処し

ょ

置ち

）
程て

い

度ど

で
あ
っ
た
。

　

ペ
ス
ト
患か

ん

者じ
ゃ

の
診し

ん

察さ
つ

を

す
る
と
き
の
医い

師し

の
風ふ

う

体て
い

は
、
全ぜ

ん

身し
ん

を
皮か

わ

の
マ
ン
ト
で

包つ
つ

み
、
顔か

お

に
は
鳥と

り

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と

さ
せ
る
覆ふ

く

面め
ん

を
つ
け
、
鼻は

な

の

部ぶ

分ぶ
ん

は
尖と

が

っ
て
い
る
。
そ
の

中な
か

に
は
香か

お

り
の
強つ

よ

い
薬や

く

草そ
う

が

入は
い

っ
て
い
た
。

　

目め

は
、
今こ

ん

日に
ち

の
サ
ン
グ
ラ

ス
の
よ
う
な
も
の
を
か
け
、

患か
ん

者じ
ゃ

と
目め

を
合あ

わ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

何な

故ぜ

な
ら
当と

う

時じ

は
、
患か

ん

者じ
ゃ

と

目め

を
合あ

わ
せ
る
だ
け
で
も
感か

ん

染せ
ん

す
る
と
言い

わ
れ
た
。
医い

師し

と
患か

ん

者じ
ゃ

は
数す

う

メ
ー
ト
ル
離は

な

れ

て
診し

ん

察さ
つ

に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
当と

う

時じ

は
こ
の
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの
原げ

ん

因い
ん

が
全ま

っ
た
く
分わ

か
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
診し

ん

察さ
つ

は

神か
み

に
祈い

の

る
の
こ
と
と
大た

い

差さ

な

か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
役や

く

所し
ょ

か
ら
は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
文ぶ

ん

書し
ょ

が

発は
っ

せ
ら
れ
た
。

　
「
す
べ
て
の
ペ
ス
ト
患か

ん

者じ
ゃ

は
町ま

ち

は
ず
れ
の
原げ

ん

野や

に
移う

つ

さ

れ
、
人に

ん

間げ
ん

の
看か

ん

護ご

の
手て

を
離は

な

れ
て
神か

み

の
手て

に
委ゆ

だ

ね
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
」

　

こ
れ
は
患か

ん

者じ
ゃ

を
遺い

棄き

す
る

こ
と
で
あ
る
が
、今こ

ん

日に
ち

で
も
、

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
う

対た
い

策さ
く

と
し
て
は
基き

本ほ
ん

的て
き

な
こ
と
で
、
こ
う
い
う

隔か
く

離り

処し
ょ

置ち

は
各か

く

地ち

で
行お

こ
な

わ

れ
、
沈ち

ん

静せ
い

化か

し
て
い
っ
た
と

い
う
。

　

そ
の
後ご

の
世せ

界か
い

歴れ
き

史し

の

中な
か

で
も
。
ペ
ス
ト
は
何な

ん

回か
い

か
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

を
起お

こ
し
て
い

る
。
１
６
６
４
年ね

ん

の
ロ
ン

ド
ン
で
は
７
万ま

ん

人に
ん

が
死し

亡ぼ
う

。

１
７
２
０
年ね

ん

、
フ
ラ
ン
ス
の

マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
４
万ま

ん

人に
ん

が
死し

亡ぼ
う

。
１
９
世せ

い

紀き

末ま
つ

の

中ち
ゅ
う

国ご
く

、
イ
ン
ド
の
場ば

合あ
い

は

１
０
０
０
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

く
が
死し

亡ぼ
う

し
た
。（「
新し

ん

疫え
き

病び
ょ
う

流り
ゅ
う

行こ
う

記き

」

濱は
ま

田だ

篤あ
つ

郎ろ
う

）

現げ
ん

在ざ
い

の
コ
ロ
ナ
騒そ

う

動ど
う

と
の

類る
い

似じ

点て
ん

を
知し

る
た
め
に

　

読よ

み
進す

す

む
う
ち
に
、
カ

ミ
ュ
は
７
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

に
、
現げ

ん

在ざ
い

の
世せ

界か
い

的て
き

コ
ロ
ナ

騒そ
う

動ど
う

を
予よ

測そ
く

し
て
描え

が

い
て
い

る
か
と
錯さ

っ

覚か
く

す
る
ほ
ど
、
オ

ラ
ン
の
町ま

ち

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うと
登と

う

場
じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

の
世せ

相そ
う

が
ぴ
っ
た
り
符ふ

合ご
う

し
て
不ぶ

気き

味み

で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
過か

酷こ
く

な
厄や

く

災さ
い

で
あ
れ
、
人に

ん

間げ
ん

は

そ
れ
を
乗の

り
越こ

え
て
い
く
力

ち
か
ら

が
あ
る
生い

き
物も

の

で
あ
る
こ

と
。
そ
う
い
う
根こ

ん

源げ
ん

的て
き

な
こ

と
を
、
淡た

ん

々た
ん

と
、
け
っ
し
て

人に
ん

間げ
ん

を
批ひ

判は
ん

す
る
の
で
は
な

く
、
誠せ

い

実じ
つ

に
そ
の
在あ

り
様よ

う

を

書か

き
残の

こ

し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
機き

会か
い

に

一い
ち

読ど
く

す
る
こ
と
を
お
勧す

す

め
し

た
い
本ほ

ん

で
あ
る
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

電で
ん

子し

書し
ょ

籍せ
き

『
ペ
ス
ト
』
ア
ル

ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
（
宮み

や

崎ざ
き

峰み
ね

雄お

訳や
く

、
２
０
１
７
年ね

ん

新し
ん

潮
ち
ょ
う

社し
ゃ

）
『
新し

ん

疫え
き

病び
ょ
う

流り
ゅ
う

行こ
う

記き

』（
濱は

ま

田だ

篤あ
つ

郎ろ
う

、
２
０
１
０
バ
ジ
リ
コ

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

）



　

こ
れ
ま
で
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

に
か
か
る
時じ

間か
ん

は
「
１
８
カ

月げ
つ

」
だ
と
言い

わ
れ
て
き
た
。

　

３
月が

つ

末ま
つ

に
米べ

い

ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
「
３
～
４
カ
月げ

つ

で
ワ

ク
チ
ン
が
で
き
る
」
と
言い

っ
た

の
を
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

の
コ

ロ
ナ
対た

い

策さ
く

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

で
あ
る
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
フ
ァ
ウ
チ
が
「
そ

ん
な
に
早は

や

く
は
作つ

く

れ
ま
せ
ん
。

早は
や

く
て
も
１
２
～
１
８
カ
月げ

つ

は
か
か
り
ま
す
」
と
訂て

い

正せ
い

し
、

そ
れ
以い

来ら
い

「
１
８
カ
月げ

つ

で
ワ

ク
チ
ン
が
で
き
る
」
と
い
う

話は
な
しが
世せ

界か
い

的て
き

に
ひ
と
り
歩あ

る

き

し
て
い
る
。

　

来ら
い

年ね
ん

秋あ
き

ま
で
頑が

ん

張ば

れ
ば
、

み
ん
な
ワ
ク
チ
ン
を
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

し

て
も
ら
っ
て
コ
ロ
ナ
危き

機き

は
解か

い

決け
つ

で
き
る
と
い
う
話は

な
し
を
、
マ

ス
コ
ミ
も
好こ

の

ん
で
流る

布ふ

し
て

き
た
。

実じ
つ

は
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

に
は
８

～
１
０
年ね

ん

か
か
る

　

だ
が
実じ

つ

の
と
こ
ろ
、
１
８

カ
月げ

つ

は
非ひ

現げ
ん

実じ
つ

的て
き

だ
。
一い

っ

般ぱ
ん

に
、
ワ
ク
チ
ン
の
開か

い

発は
つ

に
は

長な
が

い
検け

ん

証し
ょ
う

期き

間か
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

で
、

８
～
１
０
年ね

ん

か
か
る
。
検け

ん

証し
ょ
う

期き

間か
ん

を
短み

じ
か
く
し
て
し
ま
う

と
、
副ふ

く

作さ

用よ
う

や
効こ

う

果か

の
面め

ん

で

問も
ん

題だ
い

が
起お

こ
り
、
コ
ロ
ナ
に

か
か
ら
な
く
な
る
プ
ラ
ス
面め

ん

よ
り
、
副ふ

く

作さ

用よ
う

な
ど
の
マ
イ

ナ
ス
面め

ん

の
方ほ

う

が
大お

お

き
く
な
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、
現げ

ん

在ざ
い

７
０
種し

ゅ

類る
い

の
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク

チ
ン
が
世せ

界か
い

で
開か

い

発は
つ

中ち
ゅ
うで
、

そ
の
う
ち
の
３
種し

ゅ

類る
い

は
、
す

で
に
ヒ
ト
に
投と

う

与よ

・
接せ

っ

種し
ゅ

す

る
開か

い

発は
つ

段だ
ん

階か
い

に
入は

い

っ
て
い
る
。

動ど
う

物ぶ
つ

実じ
っ

験け
ん

を
省は

ぶ

い
て
、
そ
の

先さ
き

の
段だ

ん

階か
い

に
入は

い
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
れ

か
ら
１
８
カ
月げ

つ

で
こ
れ
ら
の

ど
れ
か
が
広こ

う

範は
ん

に
実じ

つ

用よ
う

化か

さ

れ
る
の
か
疑ぎ

問も
ん

だ
。
ヒ
ト
に

投と
う

与よ

開か
い

始し

し
て
か
ら
、
そ
れ

を
大だ

い

規き

模ぼ

に
し
て
い
き
、
検け

ん

証し
ょ
うを
終お

え
る
ま
で
に
何な

ん

年ね
ん

も
か
か
る
の
が
ふ
つ
う
だ
。

１
８
カ
月げ

つ

は
楽ら

っ

観か
ん

的て
き

す
ぎ
る

と
、
多お

お

く
の
専せ

ん

門も
ん

家か

が
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大だ

い

学が
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

（Sarah G
il-

b
ert

）
は
、
す
べ
て
が
う
ま

く
い
け
ば
「
１
８
カ
月げ

つ

」
よ

り
さ
ら
に
前ま

え

倒だ
お

し
で
、
今こ

年と
し

９
月が

つ

に
ワ
ク
チ
ン
が
完か

ん

成せ
い

す

る
可か

能の
う

性せ
い

が
８
０
％
だ
と

言い

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
に
急い

そ

い

で
作つ

く

っ
て
、
実じ

つ

用よ
う

化か

し
た
時と

き

に
副ふ

く

作さ

用よ
う

な
ど
の
問も

ん

題だ
い

が
起お

き
な
い
だ
ろ
う
か
。「
８
０
％

の
完か

ん

成せ
い

度ど

」
み
た
い
な
感か

ん

じ

で
実じ

つ

用よ
う

化か

さ
れ
る
こ
と
に
な

ら
な
い
の
か
。

　

副ふ
く

作さ

用よ
う

が
起お

き
る
可か

能の
う

性せ
い

が
わ
ず
か
で
も
あ
る
と
、
そ

れ
だ
け
で
コ
ロ
ナ
自じ

体た
い

の
致ち

先さ
き

に
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

し
た
日に

本ほ
ん

は

と
っ
く
に
越こ

え
て
い
る
。
し
か

し
、
安あ

倍べ

の
日に

本ほ
ん

は
ト
ラ
ン

プ
か
ら
「
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

と
同ど

う

等と
う

の
こ
と
を
や
れ
」
と
命め

い

じ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
話

は
な
し

に
は
な
ら
な
い
。

　

新し
ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
の
被ひ

害が
い

は
、

致ち

死し

率り
つ

だ
け
で
な
く
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

性せ
い

に
お
い
て
も
、
言い

わ
れ
て

い
る
よ
り
低ひ

く

い
感か

ん

じ
だ
。
世せ

界か
い

各か
く

地ち

で
、
中

ち
ゅ
う

程て
い

度ど

以い

下か

の

発は
っ

症し
ょ
う

者し
ゃ

の
た
め
に
作つ

く

ら
れ
た

即そ
く

席せ
き

病び
ょ
う

院い
ん

に
入

に
ゅ
う

院い
ん

す
る
人ひ

と

が

と
て
も
少す

く

な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
な
っ
て

い
る
。

　

英え
い

国こ
く

で
は
全ぜ

ん

国こ
く

の
６
カ
所し

ょ

に
、
展て

ん

示じ

場じ
ょ
うや
体た

い

育い
く

館か
ん

な
ど

に
ベッ
ド
を
置お

い
た
「
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
病

び
ょ
う

院い
ん

」
を
作つ

く

っ
た

が
、
ほ
と
ん
ど
入

に
ゅ
う

院い
ん

者し
ゃ

が
い

な
い
ま
ま
だ
。
４
千せ

ん

床し
ょ
うを
計け

い

画か
く

し
た
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
病

び
ょ
う

院い
ん

は
開か

い

設せ
つ

か
ら
１

週し
ゅ
う

間か
ん

た
っ
た
が
１
９
人に

ん

し
か

入に
ゅ
う

院い
ん

し
て
い
な
い
。
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
や
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム

で
は
、
ま
だ
誰だ

れ

も
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
て

い
な
い
。
７
つ
目め

の
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
病

び
ょ
う

院い
ん

は
作つ

く

る
の
を
棚た

な

上あ

げ
し
た
。 

　

米べ
い

国こ
く

で
は
陸り

く

軍ぐ
ん

が
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

多た

発は
つ

の
シ
ア
ト
ル
の
ア
メ

フ
ト
球

き
ゅ
う

場じ
ょ
うを
野や

戦せ
ん

病び
ょ
う

院い
ん

に

し
た
が
、
こ
こ
も
入

に
ゅ
う

院い
ん

者し
ゃ

が

い
な
い
の
で
４
月が

つ

１
０
日か

に

撤て
っ

去き
ょ

す
る
こ
と
が
決き

ま
っ
た
。

日に

本ほ
ん

で
も
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

や
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

な
ど
が
ホ
テ
ル
や
保ほ

養よ
う

所じ
ょ

を
軽け

い

症し
ょ
う

者し
ゃ

用よ
う

の
入

に
ゅ
う

院い
ん

施し

設せ
つ

に
し
た
が
、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

で
は
２
０
人に

ん

ほ
ど
し
か
滞た

い

在ざ
い

し
て
い
な
い
。
英え

い

米べ
い

日に
ち

と
も
、

無む

発は
っ

症し
ょ
うや
す
ぐ
に
治な

お

っ
て
し

ま
う
軽け

い

症し
ょ
う

者し
ゃ

が
意い

外が
い

と
多お

お

い

と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。

　

英え
い

米べ
い

日に
ち

で
は
「
入

に
ゅ
う

院い
ん

者し
ゃ

が
少す

く

な
い
の
は
、
人ひ

と

々び
と

が
外が

い

出し
ゅ
つを
控ひ

か

え
、
政せ

い

府ふ

の
言い

い
つ

け
を
聞き

い
て
社し

ゃ

会か
い

的て
き

距き
ょ

離り

を

ち
ゃ
ん
と
取と

っ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
政せ

い

府ふ

や
マ
ス
コ
ミ
が

ガ
ミ
ガ
ミ
言い

わ
な
か
っ
た
ら

軽け
い

症し
ょ
う

者し
ゃ

用よ
う

の
施し

設せ
つ

も
満ま

ん

員い
ん

に

な
っ
て
い
た
は
ず
。
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

は
ま
だ
ま
だ
続つ

づ

け
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
自じ

己こ

正せ
い

当と
う

化か

が
マ
ス
コ
ミ
で
席せ

っ
け
ん巻
し
て
い

る
。

　
「
コ
ロ
ナ
自じ

身し
ん

の
特と

く

性せ
い

と

し
て
、
言い

わ
れ
て
い
る
ほ
ど

重じ
ゅ
う

篤と
く

性せ
い

が
な
い
の
で
な
い
か
」

「
各か

っ

国こ
く

政せ
い

府ふ

は
コ
ロ
ナ
の
重

じ
ゅ
う

篤と
く

性せ
い

や
致ち

死し

性せ
い

を
誇こ

張ち
ょ
うし
て

い
る
の
で
な
い
か
」」
と
い
っ

た
見み

方か
た

は
、
公こ

う

式し
き

論ろ
ん

と
し
て

厳げ
ん

禁き
ん

だ
。

感か
ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

を
演え

ん

出し
ゅ
つす
る
日に

本ほ
ん

　

ド
イ
ツ
で
は
「
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

の
政せ

い

策さ
く

は
、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

阻そ

止し

の
効こ

う

果か

が
疑ぎ

問も
ん

で
、
憲け

ん

法ぽ
う

違い

反は
ん

で
も
あ
る
」
と
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

し
て
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

に
反は

ん

対た
い

す
る

政せ
い

治じ

運う
ん

動ど
う

を
始は

じ

め
よ
う
と

し
た
医い

療り
ょ
うに
詳く

わ

し
い
弁べ

ん

護ご

士し

（B
eate B

ah
n

er

）
が
、

逮た
い

捕ほ

さ
れ
、
監か

ん

獄ご
く

の
精せ

い

神し
ん

病
び
ょ
う

棟と
う

に
入い

れ
ら
れ
て
ひ
ど
い
目め

に
あ
っ
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
、
テ
レ
ビ
に
出で

続つ
づ

け
た
い
タ
レ
ン
ト
や
著ち

ょ

名め
い

人じ
ん

た
ち
が
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くの
政せ

い

策さ
く

の
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

持も

ち
の
言げ

ん

動ど
う

を
大た

い

政せ
い

翼よ
く

賛さ
ん

的て
き

に
や
っ
て
い
る
。
国こ

く

民み
ん

は
「
自じ

粛し
ゅ
く

＝
自じ

由ゆ
う

意い

志し

」

コ
ロ
ナ
危き

機き

は
ま
だ
序じ

ょ

の
口く

ち

４月
が つ

１６日
に ち

版
ば ん

実じ
つ

は
医い

療り
ょ
う

で
な
く
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

の
問も

ん

題だ
い

？

さまざまな言
げん

語
ご

で「頑
がん

張
ば

れ」と応
おう

援
えん

の言
こと

葉
ば

を伝
つた

えるデジタル

街
がい

頭
とう

広
こう

告
こく

（2 月
がつ

10日
か

、東
とう

京
きょう

・渋
しぶ

谷
や

、From Wikimedia Commons）

英え
い

ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首し

ゅ

相し
ょ
う（Ben

 

S
h
r
e
a
d
/
O
G
L
 
3

）

ホワイトハウスでコロナ対
たい

策
さく

について記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

にのぞむトランプ

大
だい

統
とう

領
りょう

（Foto oficial da Casa Branca D. Myles Cullen）

張ち
ょ
うす
る
こ
と
で
、
経け

い

済ざ
い

全ぜ
ん

停て
い

止し

を
や
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ

か
ら
経け

い

済ざ
い

全ぜ
ん

停て
い

止し

を
命め

い

じ
ら

れ
た
の
で
、
事じ

態た
い

を
誇こ

張ち
ょ
うし

て
命め

い

令れ
い

に
従

し
た
が

っ
た
の
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
危き

機き

は
、
医い

療り
ょ
うの
問も

ん

題だ
い

で
な
く
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

の
問も

ん

題だ
い

だ
。

「
平へ

い

常じ
ょ
うに
戻も

ど

る
の
は
２
０
２ 

３
年ね

ん

以い

降こ
う

」
と
の
予よ

測そ
く

も

　

米べ
い

国こ
く

で
は
、
５
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬
じ
ゅ
ん

か
ら
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
少す

こ

し
ず
つ

解か
い

除じ
ょ

し
て
い
く
方ほ

う

向こ
う

で
、
最さ

い

初し
ょ

は
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

や
保ほ

育い
く

園え
ん

の
再さ

い

開か
い

か
ら
や
る
よ
う
だ
。
早は

や

く

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
解か

い

除じ
ょ

し
た
い
ト

ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

と
、（
大お

お

き
な
政せ

い

府ふ

が
好す

き
な
の
で
）
年ね

ん

末ま
つ

ま

で
か
け
て
ゆ
っ
く
り
解か

い

除じ
ょ

し

て
い
き
た
い
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

た
ち
が
こ
こ
数す

う

日じ
つ

、
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

争あ
ら
そい
を
展て

ん

開か
い

し
た
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
権け

ん

限げ
ん

は
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

に

あ
る
も
の
の
、
知ち

事じ

た
ち
は

ト
ラ
ン
プ
が
作つ

く

っ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿そ

っ
て
や
る
と
い
う

折せ
っ

衷ち
ゅ
う

案あ
ん

で
談だ

ん

合ご
う

が
成せ

い

立り
つ

し

た
。
米べ

い

国こ
く

が
閉へ

い

鎖さ

解か
い

除じ
ょ

に
動う

ご

き
出だ

す
と
、
ト
ラ
ン
プ
の
命め

い

令れ
い

で
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

に
準じ

ゅ
ん
じ
る
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

を
出だ

し
て
い
た

安あ

倍べ

の
日に

本ほ
ん

も
、
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

の
解か

い

除じ
ょ

に
向む

け
た
動う

ご

き
に

入は
い

り
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
閉へ

い

鎖さ

解か
い

除じ
ょ

が
す

ん
な
り
進す

す

む
と
は
思お

も

え
な
い
。

閉へ
い

鎖さ

を
解か

い

除じ
ょ

す
る
と
、
感か

ん

染せ
ん

が
再さ

い

拡か
く

大だ
い

す
る
。
閉し

め
る
時と

き

よ
り
開ひ

ら

け
る
時と

き

の
方ほ

う

が
大た

い

変へ
ん

だ
と
、
２
月が

つ

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
や
っ
て
い
る
時と

き

か
ら

言い

わ
れ
て
い
た
。

　

今こ
ん

後ご

を
「
予よ

測そ
く

（
と
い
う

名な

の
「
こ
う
や
り
ま
す
」
と

い
う
宣せ

ん

言げ
ん

）」
す
る
米べ

い

国こ
く

の
金き

ん

融ゆ
う

界か
い

な
ど
の
権け

ん

威い

筋す
じ

は
最さ

い

近き
ん

「
事じ

態た
い

が
以い

前ぜ
ん

の
平へ

い

常じ
ょ
うに
戻も

ど

る

の
は
２
０
２
３
年ね

ん

だ
」
と
言い

い
出だ

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
危き

機き

は
３
年ね

ん

続つ
づ

く

こ
と
に
な
る
。４
月が

つ

初は
じ

め
ま
で

「
危き

機き

が
終お

わ
る
の
は
１
８

カ
月げ

つ

後ご

」「
２
０
２
２
年ね

ん

に

は
平へ

い

常じ
ょ
うに
戻も

ど

る
」
と
言い

わ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後ご

、
危き

機き

の
期き

間か
ん

が
１
年ね

ん

伸の

び
た
。

　

２
０
２
０
年ね

ん

は
経け

い

済ざ
い

が

５
０
％
ダ
ウ
ン
、
２ 

０
２
１

年ね
ん

は
２
５
％
ダ
ウ
ン
で
、

２
０
２
２
年ね

ん

に
ダ
ウ
ン
し
た

分ぶ
ん

を
取と

り
戻も

ど

し
、
２
０ 

２
３

年ね
ん

か
ら
本ほ

ん

調ち
ょ
う

子し

に
戻も

ど

る
、
と

い
っ
た
シ
ナ
リ
オ
だ
。

　

ウ
イ
ル
ス
の
脅

き
ょ
う

威い

が
な
く

な
っ
て
も
、
人ひ

と

々び
と

は
危き

機き

感か
ん

が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
お
り
、

感か
ん

染せ
ん

を
恐お

そ

れ
る
あ
ま
り
余よ

暇か

に
外が

い

出し
ゅ
つし
て
カ
ネ
を
使つ

か

う
こ

と
を
や
り
た
が
ら
な
く
な
る

の
で
、
消

し
ょ
う

費ひ

や
サ
ー
ビ
ス
業

ぎ
ょ
う

が
経け

い

済ざ
い

の
７
０
％
を
占し

め
て

い
る
先せ

ん

進し
ん

諸し
ょ

国こ
く

の
経け

い

済ざ
い

は
な

か
な
か
蘇そ

生せ
い

し
な
い
と
い
っ

た
、
ま
こ
と
し
や
か
な
説せ

つ

明め
い

も
最さ

い

近き
ん

喧け
ん

伝で
ん

さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
危き

機き

の
長

ち
ょ
う

期き

化か

を
望の

ぞ

む
隠か

く

れ
多た

極き
ょ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
勢せ

い

力
り
ょ
く

　

こ
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
か

ら
は
、
権け

ん

威い

筋す
じ

が
コ
ロ
ナ
危き

機き

の
長

ち
ょ
う

期き

化か

を
望の

ぞ

ん
で
い
る

と
感か

ん

じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
感か

ん

覚か
く

か
ら
す
る
と
、

５
月が

つ

に
始は

じ

ま
る
経け

い

済ざ
い

の
再さ

い

開か
い

は
限げ

ん

定て
い

的て
き

で
あ
り
、
再さ

い

開か
い

は

一い
っ

進し
ん

一い
っ

退た
い

し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
進す

す

ん
で
い
く
。
再さ

い

開か
い

に
時じ

間か
ん

が
か
か
っ
て
い
る
う
ち
に
企き

業ぎ
ょ
うの
倒と

う

産さ
ん

、
失し

つ

業ぎ
ょ
うや
貧ひ

ん

困こ
ん

が
増ふ

え
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

な
被ひ

害が
い

が
拡か

く

大だ
い

し
て
い
く
。

　

す
で
に
米べ

い

国こ
く

の
フ
ー
ド
バ

ン
ク
は
備び

蓄ち
く

が
払ふ

っ

底て
い

し
、
多お

お

く
の
失し

つ

業ぎ
ょ
う

世せ

帯た
い

が
飢き

餓が

に
近ち

か

づ
い
て
い
る
。
暴ぼ

う

動ど
う

に
な
る
。

経け
い

済ざ
い

被ひ

害が
い

の
穴あ

な

埋う

め
は
、
米べ

い

連れ
ん

銀ぎ
ん

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
な
ど
中

ち
ゅ
う

央お
う

銀ぎ
ん

行こ
う

群ぐ
ん

に
よ
る
造ぞ

う

幣へ
い

・
Ｑ
Ｅ

（
量

り
ょ
う

的て
き

金き
ん

融ゆ
う

緩か
ん

和わ

政せ
い

策さ
く

）
で

ま
か
な
わ
れ
る
。

　

航こ
う

空く
う

各か
く

社し
ゃ

な
ど
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

が
国こ

く

有ゆ
う

化か

さ
れ
て
い
き
、
金き

ん

融ゆ
う

界か
い

も
株か

ぶ

や
債さ

い

券け
ん

の
下げ

落ら
く

分ぶ
ん

が
Ｑ
Ｅ
の
資し

金き
ん

で
穴あ

な

埋う

め

さ
れ
て
「
金き

ん

融ゆ
う

市し

場じ
ょ
うの
国こ

く

有ゆ
う

化か

」
が
進す

す

む
。
米べ

い

日に
ち

欧お
う

の
中

ち
ゅ
う

銀ぎ
ん

群ぐ
ん

は
、
コ
ロ
ナ
危き

機き

の
経け

い

済ざ
い

損そ
ん

失し
つ

を
す
べ
て
負ふ

担た
ん

さ
せ

ら
れ
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
機き

能の
う

不ふ

全ぜ
ん

に
陥お

ち
い
る
。
米べ

い

国こ
く

の
覇は

権け
ん

や

ド
ル
の
体た

い

制せ
い

が
破は

綻た
ん

す
る
。

　

そ
こ
ま
で
到と

う

達た
つ

す
る
の
に

か
か
る
時じ

間か
ん

が
２
～
３
年ね

ん

な

の
で
、
コ
ロ
ナ
危き

機き

を
３
年ね

ん

間か
ん

続つ
づ

け
よ
う
と
い
う
こ
と
の

よ
う
だ
。

　

米べ
い

国こ
く

の
中

ち
ゅ
う

枢す
う

に
は
ト
ラ
ン

プ
な
ど
、
覇は

権け
ん

体た
い

制せ
い

を
壊こ

わ

し

て
世せ

界か
い

の
覇は

権け
ん

構こ
う

造ぞ
う

を
転て

ん

換か
ん

し
よ
う
と
す
る
隠か

く

れ
多た

極き
ょ
く

主し
ゅ

義ぎ

の
勢せ

い

力り
ょ
くが
陣じ

ん

取ど

っ
て
い
る
。

彼か
れ

ら
は
米べ

い

連れ
ん

銀ぎ
ん

に
過か

大だ
い

な
Ｑ

Ｅ
の
負ふ

荷か

を
か
け
て
潰つ

ぶ

し
、

米べ
い

国こ
く

覇は

権け
ん

の
根こ

ん

幹か
ん

に
あ
る
ド

ル
の
基き

軸じ
く

性せ
い

を
破は

壊か
い

し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

米べ
い

連れ
ん

銀ぎ
ん

を
潰つ

ぶ

す
ま
で
コ
ロ

ナ
危き

機き

が
長な

が

引び

か
さ
れ
る
。

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
延え

ん

々え
ん

と
や
り
、

少す
こ

し
閉へ

い

鎖さ

を
解と

い
て
は
感か

ん

染せ
ん

が
再さ

い

拡か
く

大だ
い

し
た
と
騒さ

わ

い
で
再さ

い

閉へ
い

鎖さ

す
る
こ
と
を
繰く

り
返か

え

す。 

（
中

ち
ゅ
う

央お
う

銀ぎ
ん

行こ
う

群ぐ
ん

は
い
つ
ま
で
も

つ
か
）

死し

率り
つ

を
上う

わ

回ま
わ

っ
て
し
ま
う
。

副ふ
く

作さ

用よ
う

が
わ
ず
か
で
も
あ
る

ワ
ク
チ
ン
だ
と
、
人ひ

と

々び
と

は
敬け

い

遠え
ん

し
て
接せ

っ

種し
ゅ

を
受う

け
た
が
ら

な
い
。
そ
う
い
う
も
の
を
強

き
ょ
う

制せ
い

す
る
と
「
や
っ
ぱ
り
政せ

い

府ふ

は
製せ

い

薬や
く

会が
い

社し
ゃ

の
利り

益え
き

の
た
め

に
動う

ご

い
て
い
る
ん
だ
」
と
み

ん
な
が
思お

も

い
、
猛も

う

反は
ん

発ぱ
つ

が
起お

き
る
（
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
多お

お

く
は
軽け

い

信し
ん

者じ
ゃ

で
政せ

い

府ふ

の
言い

い
な
り
な

の
で
反は

ん

発ぱ
つ

し
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
他ほ

か

の
国く

に

々ぐ
に

の
人ひ

と

々び
と

は
必か

な
ら
ず
し
も
そ
ん
な
馬ば

鹿か

で

な
い
）。
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

に
考か

ん
が
え
て
、

ワ
ク
チ
ン
は
２
０
２
３
～

２
４
年ね

ん

ま
で
出で

て
こ
な
い
。

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くを
厳き

び

し
く
す
る

ほ
ど
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
獲か

く

得と
く

が

遅お
そ

く
な
る
現げ

ん

実じ
つ

　
「
コ
ロ
ナ
の
致ち

死し

率り
つ

」
と

書か

い
た
の
で
つ
い
で
に
書か

い

て
お
く
と
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
検け

ん

査さ

を
し
て
い
る
米べ

い

独ど
く

の
最さ

い

近き
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
うに
よ
る
と
、
米べ

い

国こ
く

で
は
人じ

ん

口こ
う

の
約や

く

１
割わ

り

に
あ
た

る
２
８
０
０
万ま

ん

人に
ん

が
す
で

に
感か

ん

染せ
ん

な
い
し
治ち

癒ゆ

し
て
お

り
、
致ち

死し

率り
つ

は
０
・
１
％
だ

と
い
う
。
ド
イ
ツ
で
は
人じ

ん

口こ
う

の
１
５
％
が
す
で
に
感か

ん

染せ
ん

な

い
し
治ち

癒ゆ

し
て
お
り
、
致ち

死し

率り
つ

は
０
・
３
７
％
だ
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
の
致ち

死し

率り
つ

は
、
以い

前ぜ
ん

に
言い

わ
れ
て
い
た
の
の
５
分ぶ

ん

の

１
以い

下か

で
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
並な

み
だ
。

　

日に
ち

米べ
い

な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
恐

き
ょ
う

怖ふ

感か
ん

を
扇せ

ん

動ど
う

し
た
い
国く

に

が
多お

お

い
の
で
、
致ち

死し

率り
つ

の
低ひ

く

さ
は

で
き
る
だ
け
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
致ち

死し

率り
つ

が
こ
れ
だ
け
低ひ

く

い
と
、
ワ

ク
チ
ン
の
副ふ

く

作さ

用よ
う

の
方ほ

う

が
被ひ

害が
い

が
大お

お

き
く
な
る
。

　

米べ
い

独ど
く

で
は
、
人じ

ん

口こ
う

の
１
０

～
１
５
％
が
コ
ロ
ナ
の
抗こ

う

体た
い

を
体た

い

内な
い

に
持も

っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
が
、
人じ

ん

口こ
う

の
６
０
％
が

抗こ
う

体た
い

を
持も

つ
と
「
問も

ん

題だ
い

解か
い

決け
つ

」

の
水す

い

準じ
ゅ
んで
あ
る
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

が

形け
い

成せ
い

さ
れ
る
。
米べ

い

独ど
く

よ
り
１

か
月げ

つ

早は
や

く
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
日に

本ほ
ん

や
韓か

ん

国こ
く

で
は
、

す
で
に
４
０
％
ぐ
ら
い
の
人ひ

と

が
抗こ

う

体た
い

を
持も

っ
て
い
る
の
で
な

い
か
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

ま
で
あ
と

一い
っ

歩ぽ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

米べ
い

独ど
く

な
ど
欧お

う

米べ
い

で
は
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

ま
で
１
カ
月げ

つ

ぐ
ら
い

か
。
欧お

う

米べ
い

も
日に

本ほ
ん

も
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

や
極

き
ょ
く

度ど

の
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くを

や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分ぶ

ん

、

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
獲か

く

得と
く

は
遅お

そ

く
な

る
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
は

「
米べ

い

国こ
く

の
感か

ん

染せ
ん

は
山や

ま

を
越こ

え

た
」
と
言い

っ
た
。
米べ

い

国こ
く

が
い

ま
山や

ま

を
越こ

え
て
い
る
な
ら
、

外が
い

出
し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

で
人ひ

と

出で

が
途と

絶だ

え
た
ス
ペ
イ
ン
・

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
町ま

ち

（F
o
t
o
m
o
v
i
m
i
e
n
t
o

）

で
強

き
ょ
う

制せ
い

さ
れ
て
い
る
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

よ
り
は
る
か
に
巧こ

う

妙み
ょ
うだ
。
も

し
く
は
、
今い

ま

の
人ひ

と

々び
と

が
戦せ

ん

前ぜ
ん

よ
り
騙だ

ま

さ
れ
や
す
い
間ま

抜ぬ

け

に
な
っ
て
い
る
。

　

前ぜ
ん

回か
い

の
記き

事じ

「
日に

本ほ
ん

の
コ

ロ
ナ
統と

う

計け
い

の
作つ

く

り
方か

た

」
に
も

書か

い
た
が
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

の
発は

つ

令れ
い

と
同ど

う

時じ

に
、
日ひ

び々

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検け

ん

査さ

数す
う

を
増ふ

や
す
こ
と
で
統と

う

計け
い

上
じ
ょ
う

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

の
増ぞ

う

加か

幅は
ば

を
拡か

く

大だ
い

さ
せ
る
こ
と
で
「
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
今い

ま

に
も
爆ば

く

発は
つ

し
そ
う
な

事じ

態た
い

」
を
演え

ん

出し
ゅ
つし
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
な
ど
国こ

く

際さ
い

勢せ
い

力
り
ょ
く

か
ら
の
政せ

い

治じ

圧あ
つ

力り
ょ
くで
、
日に

本ほ
ん

は
、
実じ

っ

際さ
い

の
感か

ん

染せ
ん

状じ
ょ
う

況
き
ょ
う

と
関か

ん

係け
い

な
く
、
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

と
経け

い

済ざ
い

の
全ぜ

ん

停て
い

止し

を
や

ら
さ
れ
て
い
る
。
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

が
決き

ま
っ
た
４
月が

つ

７
日か

以い

降こ
う

、
４
月が

つ

１
５
日に

ち

ま
で
の

日ひ

び々

の
検け

ん

査さ

数す
う

は
平へ

い

均き
ん

す
る

と
１
日に

ち

５
３
４
０
件け

ん

で
、
そ

れ
以い

前ぜ
ん

の
４
日に

ち

間か
ん

の
平へ

い

均き
ん

の

２
９
１
５
人に

ん

よ
り
か
な
り
増ふ

え
た
。

　

そ
れ
を
受う

け
て
日ひ

び々

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

も
、
以い

前ぜ
ん

の
３
０
０

人に
ん

程て
い

度ど

か
ら
、
５
０
０
人に

ん

程て
い

度ど

へ
と
増ふ

え
た
。
こ
の
増ぞ

う

加か

は
、
感か

ん

染せ
ん

状じ
ょ
う

況き
ょ
うが
ひ
ど
く

な
っ
た
か
ら
で
な
く
、
検け

ん

査さ

数す
う

を
増ふ

や
し
た
か
ら
に
す
ぎ

な
い
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
事じ

態た
い

を
誇こ

　

日に

本ほ
ん

に
経け

い

済ざ
い

の
全ぜ

ん

停て
い

止し

（
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

）
を
や
ら
せ
な

い
場ば

合あ
い

、
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

は
穴あ

な

埋う

め
が
必ひ

つ

要よ
う

な
状

じ
ょ
う

態た
い

に
な
ら

ず
、
日に

ち

銀ぎ
ん

は
日に

本ほ
ん

の
穴あ

な

埋う

め

で
な
く
、
コ
ロ
ナ
以い

前ぜ
ん

か
ら

や
っ
て
い
た
米べ

い

国こ
く

の
穴あ

な

埋う

め

の
肩か

た

代が

わ
り
を
や
っ
て
し
ま

う
の
で
、
日に

ち

銀ぎ
ん

が
身み

代が

わ
り

に
な
っ
て
米べ

い

連れ
ん

銀ぎ
ん

が
潰つ

ぶ

れ
な

い
。

　

こ
れ
で
は
ト
ラ
ン
プ
ら
の

ド
ル
潰つ

ぶ

し
策さ

く

が
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
な

い
。
だ
か
ら
ト
ラ
ン
プ
は
安あ

倍べ

に
命め

い

じ
て
ヤ
ラ
セ
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

に
よ
る
経け

い

済ざ
い

全ぜ
ん

停て
い

止し

を

続つ
づ

け
さ
せ
て
い
る
。
米べ

い

国こ
く

同ど
う

様よ
う

、
日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

再さ
い

開か
い

も
な

か
な
か
進す

す

ま
な
い
だ
ろ
う
。

　

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

や
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

の
強

き
ょ
う

要よ
う

は
、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

を
一い

ち

時じ

的て
き

に
遅お

く

ら
せ
る
が
、
閉へ

い

鎖さ

や
自じ

粛し
ゅ
くを
解と

い
た
ら
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
再さ

い

発は
つ

す
る
の
で
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

な
解か

い

決け
つ

策さ
く

で
な
い
。

英え
い

国こ
く

で
密ひ

そ

か
に
さ
さ
や
か
れ

る
独ど

く

自じ

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

　
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
中な

か

で
コ
ロ

ナ
危き

機き

の
解か

い

決け
つ

策さ
く

は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
獲か

く

得と
く

し
か
な
い
。
英え

い

国こ
く

に
は
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
形け

い

成せ
い

に

こ
だ
わ
り
続つ

づ

け
て
い
る
勢せ

い

力
り
ょ
く

が
い
る
。
彼か

れ

ら
が
最さ

い

近き
ん

出だ

し

て
き
た
独ど

く

創そ
う

的て
き

な
案あ

ん

は
「
感か

ん

染せ
ん

し
て
も
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
うに
な
り
に
く

く
、
し
か
も
高こ

う

齢れ
い

の
同ど

う

居き
ょ

人に
ん

が
い
な
い
、
２
０
～
３
０
歳さ

い

代だ
い

で
一ひ

と

人り

暮ぐ

ら
し
を
し
て
い

る
民み

ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
うの

勤き
ん

務む

者し
ゃ

が
勤き

ん

務む

を
再さ

い

開か
い

す
る
シ
ナ
リ
オ
で
、

企き

業ぎ
ょ
う

活か
つ

動ど
う

の
再さ

い

開か
い

を
許ゆ

る

す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
若わ

か

者も
の

か
ら
順

じ
ゅ
ん

番ば
ん

に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

さ
せ

２
６
０
万ま

ん

人に
ん

お
り
、
こ
の
シ

ナ
リ
オ
で
想そ

う

定て
い

さ
れ
る
コ
ロ

ナ
で
の
死し

者し
ゃ

数す
う

は
６
３
０
人に

ん

だ
と
い
う
。
６
３
０
人に

ん

の
犠ぎ

牲せ
い

の
も
と
で
、
英え

い

国こ
く

全ぜ
ん

体た
い

が

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

し
、
経け

い

済ざ
い

も
再さ

い

開か
い

で
き
る
と
い
う
案あ

ん

だ
。

　

現げ
ん

状じ
ょ
うで
は
、
米べ

い

国こ
く

の
覇は

権け
ん

崩ほ
う

壊か
い

を
引ひ

き
起お

こ
す
た
め
の

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

の
策さ

く

の
方ほ

う

が
政せ

い

治じ

的て
き

に
強つ

よ

い
の
で
、
こ
の
案あ

ん

も

実じ
っ

施し

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
が
。

　

英え
い

国こ
く

絡か
ら

み
の
蛇だ

足そ
く

の
も
う

ひ
と
つ
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首し

ゅ

相し
ょ
うの
退た

い

院い
ん

に
つ
い
て
だ
。
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
４
月が

つ

１
２
日に

ち

に
退た

い

院い
ん

し
、
公こ

う

用よ
う

車し
ゃ

で
首し

ゅ

相し
ょ
う

別べ
っ

邸て
い

（
チ
ェッ
カ
ー
ズ
）
に
移う

つ
っ

た
が
、
途と

中ち
ゅ
うで
首し

ゅ

相し
ょ
う

官か
ん

邸て
い

に
立た

ち
寄よ

る
の
が
目も

く

撃げ
き

さ
れ

た
。

　

公こ
う

用よ
う

車し
ゃ

に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン

の
他ほ

か

、
身み

重お
も

の
新し

ん

恋こ
い

人び
と

、
警け

い

備び

員い
ん

、
運う

ん

転て
ん

手し
ゅ

、
愛あ

い

犬け
ん

が

同ど
う

乗じ
ょ
うし
、
誰だ

れ

も
マ
ス
ク
す
ら

つ
け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
退た

い

院い
ん

し
た
と

い
っ
て
も
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
消き

え
た
だ

け
で
感か

ん

染せ
ん

し
た
ま
ま
の
状

じ
ょ
う

態た
い

で
な
い
か
。

　

そ
れ
な
の
に
マ
ス
ク
も
つ
け

ず
、
妊に

ん

娠し
ん

中ち
ゅ
うの
新し

ん

恋こ
い

人び
と

や
警け

い

備び

員い
ん

ら
と
一い

っ

緒し
ょ

に
車く

る
まに
乗の

り
、

首し
ゅ

相し
ょ
う

官か
ん

邸て
い

に
立た

ち
寄よ

っ
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
感か

ん

染せ
ん

を
ば
ら

ま
い
て
い
な
い
か
？
？

　
い
や
い
や
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は

そ
ん
な
非ひ

常じ
ょ
う

識し
き

な
こ
と
は
し

な
い
は
ず
だ
。
前ぜ

ん

回か
い

記き

事じ

以い

来ら
い

の
私わ

た
し
の
見み

立た

て
で
は
、
や

は
り
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

は
政せ

い

治じ

的て
き

な
意い

図と

を
持も

っ

た
仮け

病び
ょ
うだ
。
今こ

ん

回か
い

の
入

に
ゅ
う

院い
ん

で

ジ
ョ
ン
ソ
ン
へ
の
国こ

く

民み
ん

の
支し

持じ

が
急

き
ゅ
う

騰と
う

し
た
。

　

加く
わ

え
て
、
英え

い

政せ
い

界か
い

や
マ
ス

コ
ミ
や
Ｍ
Ｉ
６
内な

い

部ぶ

の
暗あ

ん

殺さ
つ

計け
い

画か
く

者し
ゃ

な
ど
の
政せ

い

敵て
き

か
ら
身み

を
守ま

も

る
こ
と
も
で
き
た
。

（
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）

て
い
く
」

と
い
う
も

の
だ
。

　

２
０
～

３
０
歳さ

い

代だ
い

で
一ひ

と

人り

暮ぐ

ら
し
の
民み

ん

間か
ん

企き

業
ぎ
ょ
う

勤つ
と

め
の
英え

い

国こ
く

人じ
ん

は
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